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故郷は屋久島，終の棲家は敬愛園 
――ハンセン病療養所「星塚敬愛園」聞き取り―― 

 

福岡安則*・黒坂愛衣** 
 
 国立ハンセン病療養所「星塚敬愛園」に暮らす 70 歳代男性のライフスト

ーリー。 
 岩川洋一郎さんは，1937 年 2 月，鹿児島県は屋久島の生まれ。1948 年 5
月 23 日，11 歳のとき，父親に連れられて，鹿児島県鹿屋市にある星塚敬愛

園に入所。 
 第 1 回聞き取りは 2007 年 12 月 26 日，星塚敬愛園自治会会長室にて実施。

聞き取り時点で 70 歳。聞き手は，福岡安則，黒坂愛衣，下西名央。第 2 回

聞き取りは 2008 年 8 月 17 日，同じく敬愛園自治会会長室にて。聞き手の

顔ぶれも同じ。 
 現在，星塚敬愛園の入所者自治会の会長をつとめる岩川さんは“予防法

があり，こういう施設＝ハンセン病療養所があったればこそ，いま自分た

ちが生き長らえられている”という基本認識の持ち主と思われる。11 歳で

星塚敬愛園に入所したとき，彼は「さびしさ」を感じなかったという。父

親の，屋久島の役場から鹿児島県庁への転勤に伴い，鹿児島市内の小学校

に転校してきた彼には，友達がいなかった。しかし，ここ，敬愛園の少年

舎には，同年代の同病者がいっぱいいて，一緒に野球なども楽しめて，お

かげで孤独を感じずに成長できた。さらに，岩川さんはいまでは“誤診”

と疑っているが，数年遅れでやはりハンセン病と診断されて敬愛園に入所

してきた父親は，特効薬プロミンの治療を受けて「軽快退所」し，故郷の

屋久島で，周囲のみなが彼のことをハンセン病療養所退所者と知りながら

も，町会議員を 3 期 12 年つとめた。岩川さんには，身近なところに，ハン

セン病に罹ったからといって卑屈になるにはおよばないと考えられるだけ

の，うってつけのロールモデルがあったのだ。 
 「らい予防法」の規制力が多少とも形骸化していったなかでも，多くの療

友がまだ“目に見えない鎖”で療養所に縛りつけられていた時期に，彼は

車の免許を取得するために「軽快退所」をし，そのあと故郷の屋久島でト

ラックの運転手として働き，といったかたちで，豪放磊落に青年期を生き

抜いている。ただ，彼の場合，根をつめて働きすぎると，ハンセン病の再

発とはならないまでも，身体がこたえる状態になり，そのたびに，みずか
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ら敬愛園に戻っている。彼は，自分で「わたしはあらゆる仕事をした」と

語るように，あるときには，療養所の療友たちとともに，静岡県の山奥の

井川ダムの工事現場に出稼ぎに行き，労賃をまったくもらえないという体

験をしたり，鹿屋市内の理解あるガソリンスタンド経営者のもとで 20 年間，

敬愛園からの通いの勤めもしたりという，多くの社会経験を有する。その

ようにしながらも，合間あいまに，屋久島の海でのトビウオ漁に参加した

り，父親亡きあと，屋久島で 3 年ばかり蜜柑づくりに精をだしたこともあ

る。そして，年老いた母を見舞ったり，ハンセン病への偏見のゆえに離婚

させられ「心の病い」を患うことになった妹のために，たびたび故郷・屋

久島を訪れている。――その彼が，高齢化したいまとなっては自分も「社

会復帰は無理」「敬愛園が終の棲家」と語る。彼にとって，ハンセン病療

養所は，海が時化で荒れるときの避難港のような位置づけをもって所在し

てきたのだと考えられる。 
 ただし同時に，岩川さんは「政府のハンセン病政策は，悪かったことは

悪かったんだ」と語る。前述のように，鹿児島県庁に異動した父親が，人

生これからというときに療養所に収容され，退職をよぎなくされた。妹が

離婚させられ「心の病い」をえて，精神病院への入退院を繰り返す生涯を

よぎなくされた。自分自身，園内で結婚した妻とのあいだに子どもができ

たが「堕胎」をよぎなくされた，等々。「隔離政策」ゆえの被害を，自身

も身内の者たちもモロに受けている現実があるのだ。 
 超高齢化とあいつぐ死去によりハンセン病療養所の入所者数が目に見え

て減少していくなかで，「入所者自治会」の存続も危うくなりつつある現

在，ひょっとすると星塚敬愛園最後の自治会長として，敬愛園の《これか

ら》を案じ，苦闘しているのが，岩川さんの現在の姿なのかもしれない。 
 キーワード：ハンセン病，隔離政策，ライフストーリー 
 
第 1 回聞き取り（2007 年 12 月） 
11 歳で敬愛園に入園 
 〔わたしは〕昭和 12 年 2 月 11 日〔生まれ〕です。いま 70 歳です。出身は屋

久島です。縄文杉のあるとこ。 
 わたしは 11 歳のときに入園しました。 
 その当時ね，わたしの親父が屋久島の役場から県庁へ転勤になった。栄転し

た。そのためにわたしたちも，おふくろを中心にして――まだあのときは，わ

たしとわたしの妹と弟の 3 名だった。きょうだいは〔ぜんぶで〕5 名なんです

けどね。あとで〔弟が〕2 人生まれたんですけど――鹿児島市に〔移って〕来

て，親父は県庁に勤めました。〔わたしも〕鹿児島市の学校〔に通った〕。終戦

後間もない頃です。その当時，校舎といっても，ただ雨をしのぐ程度の校舎だ

った。机が並べてあって，下はコンクリじゃなくて，土だった。それはいまで

も覚えてる。ただ，野球というものが入ってきたっていうことがあって，わた

しもすごく運動が好きだったんで，ああ，野球やりたいな，やりたいなって思

ってた。わたしは，海も大好き。夏場になりゃあ，真っ黒になるほど海岸に行

って。磯御殿という，島津の殿様の〔別邸〕跡があってね。そこに，ちょくち

ょく夏なんか行きよった。 
 小学校 5 年生のときに，お袋が「あれっ，ちょっと，おまえ，なんだろうね」
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って。顔に黒いもンが出てきた。いまから言えば，結節。結節というのは，大

きくなって固くなるんだけども，その前の段階でね，色が少し付いてた。そう

いうことがあって，親父が仕事を半分休んで行きながら，病院に一日（いちん

ち）に 2 ヵ所ずつ〔連れて行かれた〕。その当時，終戦後だから，そんな大き

な病院があるわけじゃない。普通の，ちっちゃい病院。10 日（とおか）ぐらい

通ったのかな，あちこちの病院。結局，皮膚科でも〔なんの病気か〕わかんな

くて，あるところの先生が「大学病院ならわかるかもしれない」と。大学病院

に行ったら，「鹿屋市のなになにというとこに……」。わたしは〔さっぱり〕わ

からないけども，親父が「星塚敬愛園に行きなさい」っていうことを言われた

んでしょうね。それで，親父とふたりで――その当時ね，鹿児島から鹿屋に来

るには，鹿児島〔港〕から古江港まで約 2 時間，ポンポン船で来て。それで汽

車に乗ってえっちゃこらえっちゃこらと来て，永野田という駅で降りて。その

とき〔のこと〕あんまり覚えていないんだけど，まだ親父も若かったし元気だ

ったから，ながぁい道を歩いてきて。わたしは〔どこへ行くのか〕全然わから

ない。ただ，旅行なんてしたことないしね，親父と一緒に旅行できるという嬉

しさだけでね。うん。〔行き先が〕星塚敬愛園なんてことも全然わからん。 
 〔そのときの父親に異様な雰囲気を感じたか，だって？〕感じないことはな

かったんだけどもね。この親父はね，自分たちの子どもには，自分が何をしよ

うっていうときに，おまえが責任を持てばそれでいいんじゃないかっていうよ

うな親父だったんで，あまり多くを語らん。だから，〔ただ〕親父の後に付い

て行った。そして，なんか，白衣を着た先生がいる。そのときに，消毒液の臭

いがプンプンしたのはいまでも覚えてる。たぶんそれがね，2 代目の塩沼〔英

之助〕園長。眼科の先生。塩沼園長にとりあえず診察してもらって。じゃ，わ

かりました，ということで，今度，本館からこっちがわの医局のほうに来たわ

け。そのときにも，やっぱり〔記憶に〕残ってンのは消毒薬の臭い。本館から

入って，こう長い道があって……。〔そこに〕四角い仕切りがあって，そのな

かに，消毒薬でしょうね，水溜りがあって。むこうから来るときは，みんな，

そこに必ず長靴〔を履いた〕足を入れてって，そういうことだったの。それで，

医局（そこ）で専門的な先生というか，女医さんに診断をしてもらって。らい

に間違いないんじゃなかろうかって。まぁ，鼻にこう，なにか突っ込まれたり

ね。そして，このへんからメスをいれて，血を出して，それで〔菌の有無の〕

検査（しけん）をするという，そういう形だったんだけども。そのときね，この

病気だということを親父には言ったと思う。それで親父いわく，「おまえの病

気は，あのぉ，まぁちょっと検査中なんで，なんだかわからん」と。じつは，

親父にはね，少し〔ハンセン病の〕知識（あれ）がある。というのはね，親父

は，屋久島の役場にいたときに，敬愛園（ここ）に〔島の〕女性（おばあちゃん）

を連れてきたことある。――そのおばあちゃんは，つい 10 年ほど前かな，社

会復帰してて亡くなったんだけども。――だから，らいという病気は知っとっ

た，親父は。まさか自分の息子が，よりによってこんな病気になった，とゆう

ことでね。親父はわたしに病気そのものを言わなかった。 
 お医者さんの診察がすんだ後には，その頃「別館」と言いよったのかな，係

の人がきて〔入園の手続き〕。〔わたしの〕岩川洋一郎というのは，これは本名

ですよ。あとから聞いた話では，みんなそこで，「あなたは名前を変えたほう

がいいよ」て。「なんでや？」「もし，病気がわかったときには，家族の方がご
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迷惑をします」ということで，名前を変えなさいというのが通常らしいんだけ

ども，たまたまわたしに言わなかったのは，たぶん，親父が県庁に勤めとった

ということで〔係員が遠慮をした〕。やっぱり公務員というのは案外，ねぇ，

偉いって〔言ったら〕おかしいけども。だから，〔係の人も〕あまり〔ズケズ

ケ〕ものを言えなかったんじゃなかろうかと思ってる。 
 わたしが自分がこのような病気だっていうことを知ったのは，3 週間ぐらい

後だった。その当時，少年舎というのがあって，わたしは児童だから，そうい

うところに入らなければいけないということ，わたしは全然わからなかった。

それで，「お兄さん」が来た，わたしを〔連れに〕。ぼくはね，先生も言われた

んだけども，「君はまだ子どもでもあるし，この病気はね，すぐ治るんだよ」

「3 週間ぐらいいたら，よくなって，すぐ帰れるからね」と。わたしはね，親

父が後ろを振り返り振り返り，とぼとぼと行く姿だけはね，目の中にまだ焼き

ついている。ただし，わたしはね，まぁ終戦後だから，友達というものはあま

り，鹿児島にいてもできなかった。そういうことで，「君と同じぐらいのね，

子どもたちはたくさんいるところだから，さびしいことはないよ」という形で，

そのお兄さんが言ってくれた。それでわたしも〔とにかく自分がなんかの〕病

気としかわからない。親父はとぼとぼと帰っていくんだけども，「おまえが病

気が治ったときは，すぐ迎えに来るからね」っていうことで，親父は帰ってい

った。 
 そのときのさびしさはね，あまり覚えてない，じっさい言って。ということ

はね，すぐ少年舎に行った。病気の進んでる子もいたと思うんだけど，記憶に

それ全然ないの。少年舎に，その頃，4 つ部屋があって。一部屋，12 畳ぐらい

に，5 名くらいいたのかな。〔みんなで〕20 名くらいいた。〔ほかに〕少女舎と

いうのがあって，そこは〔女の子が〕15，6 名いたのかな。少年舎（そこ）には，

「お父さん」という方がいて，「お兄さん」という方がいた。それでわたしは

たぶん，初めてだったから，寮父（おとうさん）の目の届くところで，2 号〔室〕

にいたの。 
 それで，挨拶というか，そのお兄ちゃんがみんなを集めとって，「今日，鹿

児島から新しく来た岩川（いわかわ）洋一郎くんだから，みなさん，よろしくお

願いしますね」って。それで，夕食を一緒にという形だった。〔少年舎の〕真

ん中に食堂があって。大きな，15，6 畳の板間があって，そこに茣蓙（ござ）を

敷（ひ）いて，そして机がずっと並んでる。10 名ぐらいずつ 2 列になってね。

で，当番がいて。見たことない食器，兵隊さんが使っていた食器の払い下げで

ね。それにご飯があって，おつゆがあってという，そういう食事だった。不思

議にね，そのときの食事はすごくおいしかった。麦ご飯だったけども，おつゆ

の中にね，鮭（さけ）の缶詰が入っとったことを覚えてる。すごくおいしくて

ね。というのは，食べ盛りですよね。みんな，わいわいわいわい言いながら食

べて。手の悪い子もいた。口の悪い子もいた。でも，わたしはなにも感じなか

った。なんでだろうなっていうことは頭にあったンだけれども，いまから思っ

て不思議でたまらない。 
 そういう生活を続けながら，〔園内の〕学校に行くことになるんだけども，3
週間ぐらいしてから，屋久島〔出身〕のおばちゃんが訪ねてきた。「あんた，

屋久島なんな？」って。その人は〔後遺症で体が〕不自由だったから，そのと

き初めて，オッと思った。自分の病気は何だろう。わたしもその人と同じ病気
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だとは，全然まだ思ってない。「お兄ちゃん」も何も言ってくれない。「お父さ

ん」も何も言ってくれない。そういうことがあって，その人は手も悪い，鼻も

……。でも，その人〔自身〕は何とも思ってないわけ。〔療養所にいれば〕普

通だからね。わたしは，いままでそういう人をあんまり見てないし。治療にも

その当時は，あんまり行ってない〔から，病気の重い患者さんにはあんまり会

っていない〕。ただ，「大風子（たいふうし）っていうのがあるから，おまえもね，

ここに来たからには，体を良くするために，ちょっと痛いけども〔打て〕」っ

ていうことで〔打ちました〕。もう痛いのなんのって飛び上がりよった。大風

子，お尻に打つンだけども。それ，いまから思うとね，油。菜種油のような。

よく揉まないと化膿するっていう，そういう注射を打った。――そのとき初め

て，わたしは，そのお父さんという人にね，「いま，変なおばちゃんと会った

んだけども，ああいう人はたくさんいるの？」って聞いたの。「あぁそうか，

おまえ，〔自分の〕病気知らないんだな」っていうことで，「じつはね，もう仕

方がないことだから〔教えるけど〕，おまえは，らいという病気なんだよ」。わ

たし自身，らいという言葉（こと）を聞いたこともなければ，話も聞いたこと

ない。ただ，いまから思えばね，桜島のむこうに牛根というところがある。そ

こに，わたしの親父の，腹違いの妹（おばさん）――まだいまでも生きとるんだ

けども――おばさんのところに枇杷（びわ）がよくなるんで，終戦後に，妹と

よく，ポンポン船に乗してもらって，おばさんのところに行ったときに，「お

い，ご飯だよ」というときに，暗いところから，ごそごそ這うて〔出て〕きた

〔人がいた〕。ウッ，この人は何だろな，と思った。いまから思えば，その人，

ハンセン〔病〕だったの。〔その人は〕後で，敬愛園（ここ）で亡くなったんだ

けども。〔わたしは〕そのときに初めて〔ハンセン病のひとを〕見たんでしょ

うね。 
 〔わたしはここで〕学校に行きだした。学校は寺子屋式で，1 年生から 6 年

生までと，中学生の 1，2 年生と，同じ教室（ところ）で勉強しました。そんな

かに〔子どもたちを教える先生役の入所者で〕師範学校を出た人もいたし，東

大を出た人もいた。すごい哲学者よ。その人はね，いつも本を読んでた。――

そういう生活をしながら，わたしはなぜ，心の中にさびしさがなかったかとい

うと，みんなで野球をやってた。〔野球が〕大好きだった。そして，親父がね，

日曜日にはね，毎週来てくれた。ポンポン船に乗って，そして，汽車に乗って。

こんどは，歩いてくるのは大変だから，それで荷物があるから，自転車を〔船

にも汽車にも〕乗して，〔永野田駅からは〕自転車で来たの。そして，日曜日

に来れンときは，〔平日に〕学校のほうに〔会いに〕来て〔くれた〕。〔わたし

が〕学校にいるときには，こっちから親父が手を振るの。親父が今日は来るン

じゃないかなぁっていう，なんか気がしたときには，親父が手を振っとるのを

〔わたしは目ざとく見つけて〕，「先生，面会が来たけン，いいですかァ」っち

言って。「あぁ，いいから行ってこい」っていうことで。あすこの，楓公園っ

ていうところがある。――あすこ，いまでもね，思い出されてね。〔2003 年 11
月，敬愛園で開催されたハンセン病問題に関する〕検証会議のときに，わたし

はそのとき〔自治会の〕副会長だったから〔園内の説明役を仰せつかって，委

員の〕みなさんにね，自分はこうだったんだよと，そういうことを言いながら

ね，心の中で涙が出てた。 
 そのときになって初めて，自分が，らいという，ほんとに，世にも不思議な
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病気にかかったということ〔もわかって〕。そのために，親父は，その当時〔普

通の〕ひとは見たこともないようなお菓子，たとえばチョコレートとか持って

きてくれたり。楽器をね，ギターも持ってくる，マンドリンも持ってくる。そ

れでわたしはね，いまでも，うちでギターをときには弾いたりすることもある

んだけども。あのとき親父がどれだけ難儀しながら来たかということを，いま

から思えば〔よくわかる〕。――みんなね，うらやましがるン。「おまえはいい

なぁ」って。だって，そんなに面会に来る人なんてあんまりいない。〔来ても

せいぜい〕1 年に 1 回か 2 回。わたしは，その当時は，親父はなんで〔そんな

に頻繁に〕来るんだ〔ろうと〕。ただまぁ，おまえがさびしがっとるからとい

う，そういうことだろうと思うとった。しかし後から思えば，やはり，こうい

う病気にかかって大変だな，ということ〔だったと思う〕。それでまぁ，2 年

ぐらいして，〔園内の学校が教育委員会の認める正式の〕分校になって。 
 〔敬愛園では，面会に来た肉親と直接ふれあうことができたのか，だって？〕

ご存知のようにね，熊本では〔昭和 29 年に〕龍田寮事件なんてのがあったけ

れども，ここでは，星塚敬愛園が昭和 10 年に立ち上げてから，もう 1 年 2 年

のうちに〔入園患者が〕200 名ぐらいとかっていう形になるんで，そのかんに

〔ハンセン病の〕お母さんが〔外の社会で産んだ〕子どもを連れてくる。そう

いうときに，何の問題もなく，すっと未感染児童の受入（あれ）をしたという

そういうことがあるんで，地域との関係は，全国でわたしは一番じゃないかと

思う。――〔ここでも面会室というのが〕あったのはあったらしいんですけれ

ども。ただ，あのときは，わたしたちは「別館，別館」って言ってたけど，〔面

会人が事務〕別館を通すれば，そのような〔面会室での面会という〕形。わた

しの親父はそんなことしない。〔別館を通さずに〕ズカズカ入ってくる。たぶ

ん，公務員というそういう自負（あれ）があって……。なにより，その前もこ

こに来たということがあるんで，そのへんはわかってる。たぶん，それは〔昭

和〕30 年代の前半まではあったんじゃないかな。それは，別館（ふくし）を通

せば，そこに面会室というのがあって。それで，その人たちが帰るときには，

必ず消毒をして帰ると。そういうことでしょう。たまたまその牛根のおばちゃ

んが〔わたしに面会に〕来たときには，枇杷を持ってきたんだけども，2，3
回来たかな。そのときはいつも別館（ふくし）を通して来るもんだから，わたし

は向こうの面会所に呼ばれて〔面会〕した，ということは覚えてる。〔そうい

う場合でも〕敬愛園（ここ）の職員は〔そんなに監視は〕ひどくなかった。だ

って，わたしが成人してからのことになるんだけれども，たとえば，鹿屋〔の

町〕に行っても，あ，この人は敬愛園の人だな，と思っても，普通，まぁわた

したちもある程度健康だったから〔つらく当たられることはなかった〕。〔町に〕

行っても，標準語を話す人は敬愛園〔の入所者〕だと〔思われると〕いうこと

で，みんな鹿児島弁を使いよった。買い物なんかに行くときに。そうすればも

う，なにもそういうことはなかった。ご存知のように，敬愛園というところは，

そういう形でね，地域の人とはすごく交えている。だから，地域の人たちのと

ころに，食糧事情悪いときには，〔農作業の〕加勢に行って，お芋さんをもら

ってきたり，お米をもらってきたりという，そういうこともあるし。また後で

は，密造酒なんかを作っ〔て分けてやっ〕たりという，そういうこともあった

らしいんだけども。 
 そういうことで，分校になってから，わたしはすごくスポーツが好きで，た
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またまテニスが流行り，野球も流行り。それで，中学校 2 年，3 年の頃になれ

ば，わたしを引っこ抜きに来るんですよ。〔教室で〕勉強しとるときに。とい

うのは，テニスなんかすれば，やっぱり賞品とかなんかあったりするんで，「お

まえと〔組んで〕やれば優勝できるから」って言って。だいたいダブルスが多

かったからね。そして，野球のときには，地域から野球のチームが来る。わた

しも堂々と「先生，野球をやりますから。行ってきます」って。これは黙認だ

った。〔わたしは〕体は大きくないけども，運動神経，すごくよかった。 
 それで，〔昭和〕23 年に，プロミンが始まりましたからね，敬愛園（こちら）

では。ほんとうに，みんな歓喜して喜んだ。〔わたしが敬愛園に入所する直前

に〕プロミン獲得運動なんてあったのはわたしは知りませんけども。児童は優

先的にということで〔治療してもらいました〕。あらゆる人たちが，たとえば，

手に傷がある，熱こぶが出る，足に傷がある，それがね，みるみるうちによく

なる。あれだけはほんとに，子どものわたしすらびっくりした。 
 〔プロミンを打って，ひとによっては〕反応がすごくある。それはあるのは

あるんだけども，結局はそういう人も，目をやられない限り，きれーぇになっ

た。プロミンを打つとね，パァーッと出ちゃう人もある。全然出ない人もおる。

ただ，専門的なことで〔言うと〕，結節らいと斑紋らい，混合らい〔という病

気の型がある〕。わたしは，どっちか言うたら，混合〔らい〕。それで，うちの

家内なんかは，手だけが悪くなる人。そういう人たちはね，プロミンが効いた

とかなんとかいうことは，わたしはわからない。ほんといって，効いたのかな

ぁって。 
 先生もご存知のように，〔それ以前は〕治らい薬なんてなかったわけ。それ

で，〔おなじ病人のなかで〕元気なひとが弱いひとを看るっていうのは，療養

所としてそれが通常だったわけだから。治療薬がなかったもんだから，どうし

ても，傷ができ，そして，指が 1 本ずつ，枯れてくるの。ご存知のように，抹

消神経〔の麻痺で〕熱いのがわからない。わたしもね，やっぱり〔手が〕歳と

ともに少しずつ悪くなってきてる。 
 
社会復帰後，町会議員をした父／親父もハンセン病だったというのは疑問だ 
 どこまで話したっけ？〔そうそう，わたしが〕学校を出るときにね，親父が

ね，楓公園のあすこに座って，ふたりでお袋が作ってくれたおにぎりを食べな

がら，膝をまくった。親父が「なんかおかしいんだよな」。〔親父の〕膝（ここ）

に斑紋のようなものがあって……。わたしももう中学 3 年生だから，ハンセン

というものの知識はある程度，見たり聞いたりしてわかっとった。「かりに，

親父，それが斑紋だとしても，いまはプロミンという特効薬（あれ）があるか

ら，すぐ治るよ」と。「診察〔を受けることに〕しようか」ってことを，俺の

ほうから親父に言った。親父も「そうだな，そんないい薬があるンであれば」

ということであったんだけれども。ただね，一つ腑に落ちないのはね，もうち

ょっと何年かして，わたしが社会復帰するんだけども，それで〔実家の〕床下

を掃除しよったところ，プロミンが出てきた。ということはね，親父は俺に言

う前に，自分で病気じゃないかと思って，プロミンをどこで手に入れたのかね

ぇ。それがね，穴を掘ってそこに埋めてあった。〔話を戻すと〕親父も，とり

あえず診察をすることになって，それで〔診察の結果，ハンセン病に〕まぁ間

違いないだろうと。そういうことで，親父は「琴」という病棟に入った。そこ
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は 4 人部屋〔だったかな〕。それでまぁ何年かするうちに，すごく親父は頭も

いいし，県庁にいたから〔情報を集めたんだと思う〕。お袋も鹿児島にいたし，

〔下の〕弟（こども）たちがいたもんだから，〔残された家族の〕補助的なこと

は，援護金のような形でたぶんあったと思う。わたし〔自身は〕知らんかった

けども。 
 〔ハンセン病と診断されたから〕仕方ない，〔親父は県庁を〕辞めて，敬愛園

（こっち）へ来た。親父はね，無学で。〔上の〕学校は出てないんだけども。〔尋

常〕高等〔小学校〕2 年までなんだけどね。県庁で主事までになった。それだ

け，やっぱり，努力家だった。すごく頭がよかった。いまでもわたしは誇りに

思っとる。で，辞めて，こっちに来て。それで，「鳩」という一番重病な病舎

（ところ）でね，付添〔看護〕をしとった。かたわら，暇なときには彫刻をやっ

て，鷲を彫ったりね。まだいまでも屋久島のうちに親父の作品（あれ）はある

んだけども。〔親父は〕もう亡くなって 13 年になる。親父は 80 歳で亡くなっ

た。わたしが 22 のときの子供（あれ）だから，〔発病したのは 30 代の〕まだま

だ働き盛り。 
 それで，ちょうど〔わたしが中学校をでるころ，長島愛生園に〕新良田教室

（こうこう）ができるんだが，〔話に聞くかぎり〕あそこはひどいところだった

ですね，差別が。先生なんかはもうすごくて，どうしようもない学校だった。

〔生徒は〕職員室も入れない。先生なんかはマスクをしとって，どうしようも

できない。〔生徒の〕おカネだって消毒〔水〕なんか〔に浸けさせた〕。――そ

れで，親父は「おまえも高校だけは行っとったほうがいいんじゃないか」とい

うことだったんだけども。「親父，俺はね，とりあえずお袋が難儀しとるけン，

高校（がっこう）に行かなくて，〔ここから〕出て，免許でも取って，それでお

袋に加勢して」。もう，弟がいるから。そのとき〔きょうだいは〕5 名になっ

とった。わたし長男で。ということを〔心づもり〕しよったところ，親父のほ

うが先に社会復帰しちゃった。亡くなるときにも，親父ほどね……，普通，ハ

ンセンというのはどっかになにか〔後遺症が〕あるんだけども，〔親父は〕完

全にどうもない。俺は，親父はたぶんね，ハンセンじゃなかったんじゃないか

なぁと思ってる，いまは。その当時は〔菌〕検査なんて，お医者さんが顕微鏡

で見るのか見らンのか知らんけども〔けっこういい加減だったと思う〕。親父

のおっかさんが，まぁ 95 歳で亡くなったんだけども，あのひとはここへ何回

か面会に来て，「おらの息子は違うよ，あれは食いあたりだ」って。〔親父は〕

すぐ良くなった。それで最後の最後まで，ほんと，なにもなかった。たぶん，

あれは〔この〕病気じゃなかったと思う。 
 親父は社会復帰して，退職金でね，会社を興してやったんだけども。お袋は

そのままずっと鹿児島にいたから。子どもたちもおった〔から，生活費を稼ご

うとしたんだね〕。まぁ 1 年は続いたのかな。でも残念ながら，倒産しちゃっ

て。わたしもそのときは，社会復帰しようかなって，そういうときだった。親

父は，会社はダメになったから，屋久島に帰ろうかなぁと。〔わたしは親父に〕

「親父，そのほうがいいよ」と。屋久島はわたしも大好きなところ。海が好き，

山が好き，魚釣りが好き。ぜひ親父には帰ってもらいたいと思っとった。 
 親父はまだ〔しばらく鹿児島で〕なんか仕事を〔してて〕。それで，〔わたし

が〕お袋とちっちゃい弟たちを連れて，ポンポン船で〔先に屋久島に帰った〕。

親父も 2，3 ヵ月したら来たんですけどね。で，〔屋久島に〕来て，親父は，部
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落のために……。集落が 250〔戸〕ぐらいの，ちっちゃな部落なんだけども，

温泉が出て，すごくいい。そこで親父は，ぼちぼち，最初何ヵ月かやって，そ

この部落の区長を 5，6 年したのかな。 
 で，親父の話からするんだけども，親父は今度は町会議員になった。〔選挙

に出て〕2 番で通っちゃった。それと一緒に今度は，農協のほうで仕事をしだ

した。農協〔の理事〕長というのは県会議員しとってね，鹿児島へよぉけ行く。

結局は親父が専務理事で，その仕事をしとった。〔農協の〕専務理事をしなが

ら，町会議員をしたもんだから，部落のためにはすごくして。その代わりお袋

は難儀しよった。親父は，自分のことはさて置き，他人（ひと）のことばぁー

っかやりよった。 
 〔親父が敬愛園に入ったことを部落の人はみんな知っていたか，だって？〕

知ってる。知ってる。親父が最初に立候補するときに，わたしもそんときは社

会復帰しとったんだけど，体を休めようかなと思って，ちょっと敬愛園（こっ

ち）に入ってた。そのかんは出たり入ったりしとったンよ。それで，「おまえ

も加勢に来んか」と。あぁ，いよいよ来たなと思って。わたしはそのときには，

鹿屋で 20 年間働いとったときだったんだ。わたしも，ちょっとおカネもっと

ったもんだから，親父に少し持ってって〔やろうと思って〕，車で応援に行っ

たんだ。それで，最初は，2 番目で通って。次のときに，4 年経ってからね，

また加勢に行った。そしたら親父もだいぶん名があがってきとって，敵ができ

るわ，〔競争〕相手ができるわ。この選挙というのは，島はすごい。従兄弟ど

うしでも，選挙で血の雨が降るというぐらいで。夜，寝てるときにね，「オー

イ，出てこォい。おまえ，殺したる！」「親父，なんか言ってるよ」「かまわん。

ほっとけ，ほっとけ。ただ，あんなして吠えてるんだ」って。なんか，親父の

ライバル〔候補〕の選挙参謀が来て，あんなことを言うんだって。まぁ，起き

てきて，あんまり親父はアルコールのほうダメなんだけど，〔飲みながら〕親

父にわたしは聞いたの。「親父，鹿屋といえば敬愛園。親父が敬愛園にいたと

いうことはみんな知っとるんだけども，そのことに対して，おまえはらい病を

患って，敬愛園から帰ってきて，選挙に出るンか，と言われたときには，どう

するのか。言われたことはあるか？」と。「ない」と言う。やはり〔それは〕

屋久島という土地柄かねと。〔ライバルを〕蹴落としても〔自分は〕選挙に上

がりたいというのは，これは議員の心情。そして親父が言う，「そういうこと

を思っとったら，俺は最初から選挙に出ない。その代わり，俺はすることはす

るよ。俺がすることはみんなが見てくれとるから，俺が敬愛園出身だとか，ら

い病だったからといって，みんなは俺のことをなんとも思わない」と。すごく

自信があったんだね，親父は。いまから思えば，ほんとに，不思議な人だよな。

〔全国のハンセン病療養所〕13 園のなかで，ハンセン病〔元〕患者が市会議

員に出た，とかっていうのは〔ほかでも〕あるよ。でも，あんな田舎でね，3
期 12 年間〔議員を〕した。親父は後進に道を譲るために，みなさんに「まだ

やってくれ，やってくれ」と言われながらね，「俺もいつかは身を引かなけれ

ばいけないんだから。後継者（つぎ）を作るのも，政治の一つだ」と。わたし

は〔その〕親父〔の言葉〕に感銘を受けて，いまでも尊敬をしとるんだけども。

だから，わたしが 50 歳の頃にはね，「おまえも，親父の跡を継ぐために，早く

帰って来い」と，部落の人がそう言うんですよ。わたしが敬愛園（ここ）にお

って，ハンセン〔病回復者〕だということをわかっていながら。 
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 じつはね，親父はね，政治のほうもだけどね，そういう片手間，いま問題に

なっとる年金〔加入の勧め〕とか，保安協会の会長とかっていうことを，他人

（ひと）のためになんとかかんとかしてやってた。それで，自分の〔得になる〕

仕事はせンわけだから，お袋が難儀しよったんだ。この前，お袋〔の具合〕が

悪かったんで，わたしちょっと〔屋久島に〕帰ったんだけども，「あのときに

ねぇ，あんたのお父さんから，年金に入れ，入れ，入れって，口がすっぱく〔な

る〕ほど言われた。〔そのときには〕入らなかったんだけども，でもその後何

年かして入ってね，ほんとにいま助かってる人が何名もいる。だから，〔お父

さんは〕みんなによくしたんだ」って。わたしのことは知らんでもね，親父の

ことはまだいまでもみんな屋久島の人は知っとる。それで，親父の後ろを見て

るもんだから，わたしにも「50 歳の頃までに帰れよ，帰れよ」と。まぁ，イ

トコ，ハトコが亡くなったときに，わたしもそういうことでは屋久島に帰って

さ。ここも〔ひとが〕死んだときにはある程度そういうことは大事にするんだ

けど，やっぱり田舎になればなるほど大事にするよ。〔そういう〕お葬式で〔も

う〕親父がいないときにね，「おまえ，挨拶せい」って。「挨拶が親父よりうま

い」と。挨拶がうまかれば，頭がいいかっていやぁ，とんでもない。仕事がで

きるかといえば，そうでもない。ただ，わたしの性格は，知人に会おうが，大

臣に会おうが，もの怖じない。そういうところが親父に似とると。その血の繋

がりがあるンかなということ，すごくそれには感謝しとるんだけども。「だか

ら，おまえなら，田舎のことをしてくれるから，〔帰って〕来い」と，何回言

われたか。でも残念ながらね，〔ここで結婚した〕わたしの妻がいるんだけど

も，妻がね，やっぱり〔後遺症で〕手が悪いんだ。〔その妻と一緒に屋久島に

帰るというのは，ちょっと難しい。〕 
 
手の後遺症を気にする妻 

 また話はあっちこっち飛んじゃうけども，いま，わたしは 70 歳ですけども，

妻はわたしより 5 つ上です。同じ屋久島〔出身〕です。若いときはすごく美人

だった。そこに惚れたのかどうかはわからんにしても。ただ，どこに行くにも

わたしと一緒でないと買い物には行きたがらない。というのは，わたしが，親

父と一緒で，なんでも気が利くもんだから。〔家内は〕具合悪くて，1 ヵ月ぐ

らい前に入院したのかな。今日ちょうど退院したの。――〔結婚したのは，わ

たしが〕28 ですね。わたしの妻はね，なんていうか，自分の気持ちの中に，

誰か見とるなぁと，そういう気持ちがどうしてもある。 
 それで，藤原〔頼高〕っていう，俺の大好きな，大好きというより，大先輩，

兄貴分のようなのがいて，それが〔敬愛園の入所者自治会の〕会長をしてた。

喜界島〔出身〕の人だった。東京の大学を出とった。すごく頭のいい人だった

んで，「まぁ，おまえは〔自治〕会長にはなれんな」と言いながらも，わたし

に〔なんでも〕教えてくれた。それは平成 4 年の話だ。そのときからわたしの

政治が始まったんだけども……。それでね，敬愛園はね，ちょうど 30 年前か

らゲートボールが流行った。すごく強い。強いというのは，ゲートボールはね，

90 パーセントが〔作戦次第〕。みんな，玉が当たったとか〔ゲートを〕通れば

いいんだ〔と言う〕けども，作戦がすごく〔大事〕。それで，その藤原さんと

いう人がすごく頭がよかったから，作戦を考えて。敬愛園はね，全国大会で 3
回ぐらい優勝してる。全国大会だよ。敬愛園（ここ）には，東のほうに〔ゲー
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トボールの〕グランドがあるんですけども。もうそこは朝から晩まで，カンカ

ンカンカンカンカン。その当時ね，ゲートボールの話をよぉしない人は敬愛園

の人じゃないぐらい言われた。その人がわたしを気に入ってくれて，わたしが

〔選手に選ばれて〕試合に行った。わたしの家内も，おまえもやれということ

で，外に，一般社会に〔出ていくようになった〕。〔また，敬愛園のチームが〕

強いから，〔外から〕みんな〔ここに〕来る。それで，鹿児島〔県〕の大会に

行きゃあ，もう優勝は必ず。6 チームぐらい出とったけど，1，2，3〔位独占〕

とか。だから，わたしたちと試合をする〔組み合わせになった〕ときには，「お

い，相手はどこや？」「あっ，敬愛園とか」ちゅやあ，みんな「胃が痛い」っ

て，もうそのへんにいなかった。 
 その藤原という人が，「ゲートボールはここだけじゃできン。やはり，外に

連れて行かないと，どうしようもできない」と。手は悪いだけで，手は利くか

ら，ゲートボールできる。それで，ゲートボールの玉は丸いでしょう。審判と

いうのがいて，「はい，1 ゲートを通りました」ということで，こうしてこう，

手で握って返すんですよ。ただまぁ，確かにハンセンの人たちにとってみたら，

最初はね，足でこういうふうに〔蹴って〕返し〔てよこし〕た。それで，わた

したちが強いもんだからね，次にはね，こういう具合に〔恐る恐る〕握る。そ

れからね，もう，あまりにも強いために，今度はもう，普通〔に手で握って返

すようになった〕。それを見ながら，わたしの家内は，〔自分でも〕手を出さざ

るをえないがね。そして，人の前に出〔るようになっ〕てね，少ぉしだけは〔気

持ちが〕違った――気持ちが違ったんじゃなくて，少し慣れが出てきた。ゲー

トボールするときには，手袋に穴をあけなきゃいかんちゅうことで，もう手が

悪いということがわかる。〔ただ〕残念ながらいまでもやはり，その気持ちは

変わらん。いまは〔世の中に〕身障者はたくさんいるんだし，敬愛園の人だと

思っても，べつにみんながどうも思ってない。「まぁ 70，80 のおじいちゃん，

おばあちゃんの心のなかには，昔は大変な病気だったよね，汚い病気やったよ

ね，という気持ちはあるかもしれんけども，いまは，ハンセンの人だなと思っ

ても，ほんとうに嫌う人っていないよ」と言うんだけども，そういう〔引け目

に思う〕気持ちはまだ取れませんね。 
 たまたまわたしの療友（ともだち）が沖縄にいて，これも 40 年〔来〕の盟友

なんだけども，その奥さんがね，手も悪い，足も悪い。それで空港まで車で迎

えに来〔てくれ〕たの。びっくりしちゃったですよ。えっ，なんでだろう？ オ
ヤジももちろん免許は持っとったけども，もう〔体が〕不自由〔で，もはや自

分では車の運転はしない〕。それで，ステーキでも食おうかということで，ス

テーキ屋に行った。おカネを払うときにどうするかと思って，見とった。そし

たらバッグを，片手持てないから，ここでこうやって。それをうちのも見てお

った。どうするんだろう？「ここにおカネが入ってるから，どうぞこれから取

ってください」と。そしたら，店員さんも慣れたもんじゃ。「あ，いいですか」

と。俺は様子を見とって，〔家内に〕おまえもあんなにしたらどうだというこ

とを言いたかったんだけども。いくら友達〔でも他人〕の前で，そういうこと

をね，言うわけにいかんかった。ここでもそんなことはいっぱいあるんですよ。

療友（ともだち）がね，足も悪い，手も悪い人が，どうやるかと思うひとがね，

行ってね，買い物をする。わたしの家内の，これ，悪口じゃなくて，そういう

人もいるということをね，わたしは言いたいということなんだけども。 
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わたしが最初に運転免許を取得した 

 わたしは在園年数 58 年のなかで，20 年ぐらいは鹿屋に働きに行ったし，7，
8 年は社会復帰しとったな。〔外の社会と敬愛園とを〕行ったり来たりして。 
 昭和 30 年代の初めまでは，敬愛園（ここ）〔の住所〕では〔自動車の運転〕

免許を取れなかった。わたしがここをなぜ出たかっていったら，免許を取りた

かったから。それで，わたしが出て免許を取った後で，こんどはみなさんが，

「おぉ，あれも免許を取ったらしいぞ」という話が伝わって，近くの住民の住

所を借って，単車の免許からみんな取りだした。それで，今度はね，奇特なひ

とがいて，三輪車かなんか，練習用にということで〔寄贈してくれて〕。まぁ，

〔入所者のなかに〕免許を持ったのが 2，3 名いて。その人たちが教師で，教

えてもらって。最初，地域のひとたちの住所を借って，免許をとった。それか

ら 4，5 年してからかな，ここの住所で免許を取れるようになった。 
 わたしが，そのねぇ，見せびらかすっていうんじゃなくて，一歩早く社会復

帰して，免許をとって，車に乗ってスーッと来るのを見とって，みんな羨まし

かったって。22〔歳〕のときかな，免許とったの。一番最初にわたしが取った

と思う。それを見てね，みんな，ほしいな，ほしいなと思って，みんな取った

という〔こと〕。 
 
鹿屋のガソリンスタンドで 20 年働く 
 じゃ，今度は，わたしの鹿屋での話をしましょうね。ここにいま，わたしと

同じ〔自治会の〕常任委員で，山本というのが――これは偽名使ってるから〔名

前をだしても〕かまわん――いるんだけども，これもわたしと 40 年来の療友

（ともだち）。それで〔若いとき〕，元気だから，仕事をしたい。〔療養所内でも

らえる〕おカネは，あの当時〔慰安金が月に〕500 円だったのかなぁ。まだ二

階堂年金は来ないから。――〔じつは，わたしの〕親父がね，二階堂〔進〕先

生のね，屋久島の後援会長だったんです。親父が亡くなったときに，二階堂先

生，〔屋久島の〕うちまで来てくれた。――二階堂年金というのは，二階堂先

生が田中角栄〔首相のときの自民党の〕幹事長のときに〔ハンセン病療養所の

入所者が障害年金をもらえるようにしてくれた〕。それまで，慰安金なんてい

うのは〔月額〕500 円。「え，いくらなの？」それ以上，俺わからん。おカネ

のことはみんな女房が管理（あれ）してるから。 
 〔それで〕なんとかしておカネが欲しい〔ということで〕わたしと山本が求

人〔広告を見て鹿屋の〕スタンド，給油所〔に行った〕。じつは，住所も誤魔

化して。「西俣にいるんだけども，仕事をしたい，どうでしょうか」。歳は 32
か 3 だったかな。その社長も深くは聞かなかった。「ちょっと汚れるっていう

こともあるし，集金とかなんとかっていうのもありますよ。〔それでもいいで

すか〕」ということで，「じゃ，明日から来たら」と。そのときはわたしたちは

まだ単車しか持ってなかった。やっとかっとエンジンがかかるようなカブで，

ふたりで帰ってきて。「ヤマよ，どうせバレる。敬愛園ということを〔正直に〕

言おう。それで来るな，というときは〔仕方ない〕」。――そのときはまだハン

センなんて言ってないよね。敬愛園といえば，やっぱり，らいということです

からね。もう〔バレて〕断られるよりは，いまのうちに言っとったほうがいい

んじゃないかと。ふたりで相談して。それで明くる朝，ちょっと〔ほかの〕従
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業員より早く行って。「朝早くから，社長，すみません」と。社長は起きとっ

た。「住所を誤魔化してすみません。じつはわたしたちは敬愛園からなんです」

って言った。ハハハっち，社長笑って，「最初からわかっていたよ」って。そ

のとき，世の中に，らいとわかっとって，働きに来いと言う人がいたというこ

とに対して，わたしはびっくりした。そのとき，「エエッ！」という，そうい

う驚きの言葉も出ましたし，すごくその社長に感銘を受けた。 
 それで，わたしは 30〔ちょっと〕でしょ。みんな〔もっと〕若い連中でし

ょ。わたしは商売はしたことなかったけども，口八丁手八丁だったわけ。山本

はわたしより数倍も頭がいいんだけども，口のほうは少し重い。仕事は真面目。

わたしはちゃらんぽらん。だから，お客さんともね，いい調子や。だから山本

は〔接客の〕仕事は合わんなぁと。緑化の〔仕事の〕ほうに〔まわった〕。3
ヵ月ぐらいしたときに，〔わたしは〕社長から呼ばれて，「おまえ，マネージャ

ーをやってみらんか」と。マネージャーというのは〔スタンドの〕責任者みた

いなもんだけど。「いやぁ，社長，わたしは敬愛園から通ってるんだから，そ

りゃあ無理よ」って。「いや，どうしても」って言うから，「社長がそばにいつ

もいるんであれば，責任――責任はもちろん取るけど，若いもんを使うってい

うのは，どうかな」って。わたしはあんまり人を使ったことないしね。人から

使われるのもやりたくないし。〔わたしは〕親父と一緒で，自分のことはいい

けども，他人（ひと）のために一生懸命なんやかんやするほうだった。たとえ

ばお客さんがなんか困ってるときは，もうタダでもいいからやってやろうとい

うところがあって。「おいおい，おまえ，ああいうときには，お礼をもらうん

だよ」っていうことを，よく社長から言われたんで，〔わたしの〕そのへんを

見たのかな，と思ってね。〔社長のやってるガソリンスタンドが〕2 軒あって，

とうとう 1 年後（あと）には，2 軒までの面倒を見なくちゃいけないって言われ

た。そういう形でわたしはすごく信用……，まぁ，信用しないと〔店をまかせ

るなんて〕できないわね。灯油とか重油とかってのは，配達なんかでも自分で

できる。わたしたちは，そのことに関しては塵ひとつありませんよね，なにか

〔やましいことを〕しようという気持ちが。それはやはり，こういう療養所（と

ころ）で暮らしとって，みんなのそういう姿を見てますからね。だから，その

へんを，やっぱり，社長は見てくれたんかな，と思って。それで，その社長〔の

もとで〕20 年ぐらいわたしは〔仕事を〕しとったんですよ。 
 それで，2，3 日前に〔今年も〕年賀状を書く段になって，去年の〔社長か

らの〕年賀状が出てきて，〔そこに〕社長はこう書いとった。「いつも，テレビ

で見ています」と。たぶん〔星塚敬愛園〕70 周年のときの映像が流れたんで

しょう。「〔岩川さんの〕すごくいいスピーチを聞いて，わたしはテレビへ向か

って拍手しました」。わたしはすぐ返事（てがみ）を書いた。「わたしの人生は，

社長から教わったんだ」と。〔でも，いま思えば，そのとき〕会いに行けばよ

かった。社長はそのときはまだ具合がよかった。〔最近耳にした話では〕その

社長も糖尿病でね，片足を失った話を聞いたもんだから。――日曜日だとか盆

正月は，わたしが出なければ，誰も出る人はいない。それで，わたしはいつも，

帰るのは〔暗くなってから〕7 時か 8 時。普通 5 時に〔終業〕なんだけども，

わたしの場合は集金をしなければいけない。普通の集金だったら女の子でもで

きるけども，不良債権というのが沢山あった。わたしは敬愛園にいるから，そ

ういうのはなぜかね，あんまり恐怖を感じなかった。だから，「みんな困って
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るのはお互いさまですけども，借りたものは返すっていうのは，これは人間の

法則だから，ということで〔お願いします〕。とりあえず 1,000 円でもいいで

す，2,000 円でもでもいいです。〔払ってください〕」っていう形で。それがわ

たしの仕事の内容だった。だから，わたしはね，人生を教わったのは，その社

長に教わった。彼もね，大学までは出てなくて，鹿屋の農業高校が最後だと思

う。すごく頭がよくて，すごく世の中のことを知っとった。わたしの家内を初

めて連れていったときにね，〔社長が〕従業員（てんいん）に「おい，おまえ，

ちょっと行って，花束買ってこい」って。何するかなぁと思ったら，うちの家

内にね，花束をあげるんですよ。うちの家内が喜んでね，社長から花束をもら

ったって。そういうことがあって，わたしはほんとに，この，人には恵まれた

と。 
 
静岡県のダム工事現場まで出稼ぎに 

 その前にね，もう一つある。わたしが社会復帰して，昭和 20 年代の後半，

〔昭和〕26，7 年。このへんでも，〔昭和〕20 年代の後半から 30 年代にかけて，

他の療養所（ところ）もでしょうけどもね，出稼ぎがあった。たとえば〔この近

くに〕高隈ダムというのがある。〔その〕人夫（にんぷ）〔賃が〕当時〔1 日〕200
円ぐらいかな。それで，今度はね，敬愛園（ここ）にいた入所者（ひと）が，そ

れは名前は言わないけど，間（なか）に入って，秩父の建設会社がね，静岡県

の安倍郡（あべぐん）の井川村（いかわそん）というところでダムの試験掘りをす

るので人夫を募集してるっていうことで，自分たちのカネを使って静岡まで行

って……。山奥。南アルプスがそこまで見えとった。とりあえず，わたしは，

そこを根拠にして，東京で将来は働くつもりだった。鹿屋（ここ）で 200 円か

250 円ぐらいの日給（きゅうりょう）で，そこでは 700 円くれるという約束でね，

とりあえず行った。行って〔最初に〕変だなと思ったのはね，トラックで迎え

に来ちゃったんよ。バスで迎えにくるのかと思ったら，トラックだもんね。ま

ぁ仕方ねぇやと，トラックに乗って。雨が降りだしたんでどうするかといやぁ，

シートをかぶされて，井川村というところに行った。行って，まず驚いたのは，

むかし映画でよくやった，飯場。そこは，まだよかった。ご飯は腹いっぱい食

べることができた。おかずもまぁまぁもらった。それで，若者頭が来て，「二

組にしたい。ここから車で 1 時間ぐらい行って，歩いて 3 時間ぐらいのところ

に，現場がある。ここでは 700 円だけども，むこうへ行きゃあ 1,000 円の日給

（きゅうりょう）をくれる」。1,000 円もらいたいから，7 名か 8 名ぐらい，それ

に応募（きぼう）して，早速，明くる日〔トラックで〕1 時間ぐらい行って，〔徒

歩で〕3 時間ぐらい行って。びっくりした。おっきな川がある。飯場というの

は名ばかりで。そこには飯炊きのおばちゃんがいて。南アルプス登山をする人

たちがときたま通るぐらいで，誰も通らない。そこは将来ダムになる。明日か

らどうするかっていやぁ，穴を試験掘り，50 メーターぐらい。だけど，機械

がいまのように電気じゃなくて，ガスエンジンを使ったやつだった。で，ガス

が〔穴の中に〕溜まって，倒れるんよ。意識がなくなっちゃう。2 人とも倒れ

ちゃいけないということで〔交替で〕1 人ずつ入る。わたしも何回か倒れて，

仲間に引きずりだされたんだけども。もちろん，こっちから行った人としか組

まんけンね。他人（ひと）とは組みたくないけン。 
 1 ヵ月しないうちに，変な噂を聞いちゃった。「おい，ここでは働いてもあ
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んまりカネがもらえんらしいよ」って。それでも別にどうってことなかった。

甘いもんがすっごく欲しくて。で，自分のうちに甘いもんを送れとかなんとか

っていう手紙をときたま書いたんだけども。そんときは〔手許に甘いものが〕

なかったんで，「ちょっと井川村に降りて，甘いもんでも食おう」と。全員（ぜ

んぶ）でというわけにはいかんから，3 名か 4 名〔で出かけて行った〕。それで

3 ヵ月ぐらい働いたのかな。カネはくれないっていうから，もうそんときは，

ダイナマイトなんかを〔勝手に〕使ってね。大きな川がすぐそばにあった。ヤ

マメがすごくおいしいけん。わたしがダイナマイト係。他の 2，3 人は，下で

網を持って拾いかた。毎度，ボンボンボンボン，投げちゃう。もう，そういう

の，平気だったね。結局は，おカネはもらえんかったの。〔わたしたちの後続

の〕二軍も〔敬愛園から〕来たのよ。その人たちは下のほうで働いた，井川村

の飯場で。 
 ひどい目にあった。そのときはまだ親父がいたのかな，敬愛園（ここ）に。「親

父，もう帰るけン，カネを送れ」って。親父に少し送ってもらって。それで，

1 人だけね，病気が少し〔重くて〕手を悪くしたりして〔た人がいて〕。ほん

と悲しかったんだけども，「おまえ，ごめんね。おまえを置いてくわけにいか

んけども。でも，このままおってもおカネはもらえないから」って，そういう

ことで〔彼を置いて〕逃げてきた。大日峠（だいにちとうげ）というところがあ

って，そこまでテクテク歩いた。荷物もそんなあることはないし，土産もない

し。そこまで歩いてきて〔バスに乗って〕。まぁ，建設会社（むこう）の人たち

は，わたしたちがいなくなるということをたぶん，感づいとったんじゃないか

と思うけどね。追っかけてもこなかった。 
 帰ってきて，わたしは，それからスタンドに〔働きに〕行った。それはもう

前段階の話。 
 
第 2 回聞き取り（2008 年 8 月） 
離婚させられ心の病いをやんだ妹 

 じつはね，わたしのお袋は 91 歳なんです。10 日ぐらい前にね，うちでね，

お盆がくるから……。田舎はね，やっぱり，お盆とか大事にするんだよ。先祖

を大事にする。91 歳ですよ。ヨボヨボしとんですけど。まぁ，なんとか，お

墓掃除に行って。〔そして〕あまりにも玄関の戸が汚れとったから，水をかけ

て洗っとったところが，滑っちゃってね。コンクリでしょ。腰を打って，動け

ないようになって。こんだ，〔わたしの〕妹が面倒をみるんだけども，その妹

自体が，他人（ひと）から面倒みてもらわなければいけない状態なんで。それ

で，ちょうどお盆に入ればね，保健所のほう動かんし，介護のほうもなかなか

〔依頼〕できないもんで，わたしのほうでなんとかしようと思ったら，妹がね

……。 
 妹のことはこのあいだ話をしたよね。してないか。じゃ，妹のことから。〔妹

はわたしより〕1 つ〔下〕。いま，70 歳になったのかな。22，3 歳のころに山

形〔出身〕のひとと遠距離恋愛をしちゃってね。お袋は――子供（きょうだい）

5 名いるんですよ，それで娘（いもうと）は 1 人なんで――どうしても女の子を

そばに置きたいということで，反対したんですけども，きかんかった。わたし

はそのとき敬愛園（こっち）へいたわけだけども，親父から「じつはこうこうな

んだけど，おまえはどう思うか？」って言うから，「本人が相手を好きになっ
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て一緒になるんであれば，それはそれで妹が幸せになるんであればいいんじゃ

ないか」っていうそういう話をして。〔婿さんは〕東京の会社に〔勤めてるひ

とで〕。それで〔妹は〕東京へ行って，結婚生活を始めた。〔婿の出身地の〕東

北地方というところは，先生もご存知のように，この，ハンセンに関しては特

別なものがあってね。たぶん，わたしがこういう療養所（とこ）にいてハンセ

ン〔病〕だということがわかったんでしょう。そうは言わないけど，妹は。1
年か 1 年半ぐらいで，離婚をさせられた。心を病んじゃった。それ以来，何十

年入退院を〔繰り返している〕。若いときは，親父が屋久島の名士だったもん

だから，役場に勤めるとか，郵便局，農協に勤めるとかできよったんだけども。

年をとってくるにしたがって，その〔症状が出てくる〕期間がね，短くなった。

わたし自身，できることは一生懸命，妹のためにしてやったんだけども，妹は

入退院の繰り返し。ふつうなら，ちょっと，あ，自分でもおかしいなぁと思え

ば，自分で病院に行くでしょ。行かないの，これが。完全におかしくなるまで

は〔行かない〕。90 歳のお袋が気をつかって，「薬は飲んだかな？」「何は飲ん

だか？」って，そういう話するんだけども，そうなりゃあね，もう〔夜も〕寝

ない。 
 わたしは，講演なんかでときたま話をするんですよ，妹のことをね。「心を

病んでしまいました」と。もう 40 数年間，それを繰り返してる。よくなった

り悪くなったり。去年の 12 月，忘れもしない 24 日，クリスマスイブに屋久島

へ帰って，〔病院に〕連れて行って。連れて行くときも，本人は足が立たンの

ですよ。鬱病っていうのは……。まぁ，その病気に関してはわたしは〔専門的

なことは〕わかりませんけど。先生に聞いたんですよ，「先生，重い物を持つ

こともないのに，なんで腰を痛くする？」やっぱり，したくてもなにもできな

いものだから，じいっと座ってる。そのために腰をや〔られ〕るっていう〔の

が鬱病にはありがちだというのが，医者の説明でした〕。それで，ご存知のよ

うに，そういうひとたちに「頑張れ」なんてことは禁句だと。そのへんはわた

しも重々わかっていて。 
 〔一度入院すると〕だいたい 4 ヵ月か 5 ヵ月ぐらい病院にいるときにも，ず

っと悪いわけじゃないですからね。いいときはすごくいい。〔妹は〕すごく頭

が切れるために，法律書ぜんぶ読みあさって。この精神病に関する法律は変わ

りましたんでね，2，3 年前に。それで，なにかあるときはすぐ保健所に電話

したり，院長に噛みついたりするんですよ。「〔法律のこと〕おまえがわかるこ

とはいいんだけども，でも，それがプラスになるってことはなかなかないよ。

いまの世の中で，たとえば，院長を攻撃する。おまえに返ってくるものは，や

はり……。院長が〔おまえのことは〕もう，ああだこうだ言わないほうがいい

と，そういう形になっちゃえば，おまえ自身が損するよ」って。そこはね，な

んでしょうね，やっぱり，病気がさせるんですかね。 
 そういうことがあって，わたしは，一昨日の晩 8 時に屋久島に着きまして。

それで，昨日の朝 5 時にうちを出て〔鹿屋に〕帰ってきて，お袋を近くの病院

に入院させた。やっぱり，わたしの目の届くところでないとね。鹿児島〔市〕

にも 1 人弟がいるんだけどもね，透析をしてるもンだから，どうしようもでき

ない。それでまぁ，わたしはクリスチャンだけども，わたしに神様が試練をく

ださってるのかなと，そう思ってる。そう思わなきゃどうしようもできない。 
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社会復帰への苦闘の体験 

 〔社会復帰の経験？〕昭和 30 年代だったかな。わたしは健康だったからね。

自分でヒョコヒョコヒョコヒョコ出ていったり。もうおかまいなし。〔そうは

いっても〕まだそのころはやっぱり……。大西園長って知ってるでしょ，大西

基四夫（おおにし・きしお）。鹿児島では天文館という〔ところが〕繁華街。そこ

で大西園長が〔むこうから〕来よった。ばったり会った。わたしはこのような

男だから，「あ，先生！ 珍しいですね」〔って，自分から声をかけた。しばら

く〕会ってなかったもんだから。そうしたら，敬愛園（ここ）でね，〔毎月〕28
日に例会をする。28 日が〔開園〕記念日だから。そのときに，「岩川洋一郎君

が無断で出とったはずだから，始末書を書かせろ」なんて言っておられたとか

って。――〔そういうとき〕みんなはコソコソ逃げるんでしょうけども，わた

しは堂々とね，園長だろうが誰だろうがそんなことかまわんと思ってますから

ね。だから，「あ，先生，お元気でしたか？」って言った。そのときはなにも

なかったんだけども，〔敬愛園に〕帰ってきてみて，その定例〔会〕のなかで，

「あれに始末書を書かせろ」と。園がわたしに書かせるんじゃなくて，自治会

（ここ）に保安部というのがあっ〔て，そこに書かせ〕たんです。そのころは

〔入所者のあいだで〕喧嘩をしたり〔とか〕そういうのがたくさんあったです

からね。〔まだ入所者の〕平均年齢が 50 ぐらいのときじゃないですか。 
 わたし，正式に〔社会復帰〕したことあるんですよ。当時は，社会復帰じゃ

なくて，なんて言ったのかなぁ。軽快退所。その当時までは菌がでるひともい

たのはいたんですよね。プロミンを打って，みなさんもう大部分は菌は出ない

ひとたちが多かったんですけども。それで，わたしも軽快退所で出ました。そ

のかわり，いまのような形では，鹿児島県からどうだ，厚生省（こうろうしょう）

からどうだという支援策（こと）は，いっさいない。証明もなんにもない。わ

たしは〔軽快退所の証明書を〕もらった覚えがない。わたしが出たのが 21 歳。

その当時，車の時代が来るということで，みなさん免許を取りたかったのよ。

免許を取る条件として，ここを出なければダメだということ。 
 鹿児島にお袋がいて，ちっちゃい弟（やつ）らを高校に出したりしよったも

んだから，そこから〔教習場に〕通って，鹿児島で〔免許を〕取りました。―

―〔前回も〕その話，したかもしれんけど――鹿屋では取れない。それで，時

代が少しずつ変わってきて，〔園外の〕近くの住所を借りて，みんな，こんど

は車の免許を取りだした。何年かしたら，敬愛園（ここ）の住所でも，車の免

許が取れるようになった。 
 免許を取るまでに，わたしもね，職を見つけるために〔なにか技術を身に付

けなきゃダメだと〕。敬愛園（ここ）に写真部というのがあって。そこで自分で

現像したりなにしたりね，写真の技術をいちおう身につけた。それで，外に出

て，免許だけは取ろうと思っとって，自動車学校に行きながら，仕事する。や

っぱ，お袋が難儀（あれ）だから，少しでも〔家計を助けよう〕と思ってね，

仕事〔を探〕した。〔しかし〕写真屋さんていっても，そんな適当なところな

いのよ。〔わたしは〕自動車学校に行ってるでしょう。いまのように，時間が

あるから〔集中的に〕自動車学校で練習するということ，ないから。何日かに

いっぺん行って，〔決められた〕時間だけ乗って，ということで。それで，ど

うしようか，と思ったときにね，缶詰会社のね，トラックの助手の求人（あれ）

が出とった。行ったら，「ああ，どうぞ，来てください。きょうからでもいい
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です」。あの当時ね，日給 180 円だった。トラックの助手〔の仕事をしながら〕

いちおう免許を取って。うーん，東京に行こうかな，と思ったんだけども。屋

久島（いなか）にね，おじいちゃんとおばあちゃん〔がいる〕。わたしの親父は，

ほら，敬愛園（ここ）にいたからね。じゃあ，〔わたしも〕屋久島のおじいちゃ

ん，おばあちゃんに，ちょっと孝行（あれ）しようかと思って，屋久島に帰っ

たんだ。 
 帰って 3 年ぐらいね，トラックに乗っちょった。やっぱり若い，22，3 だっ

たか，そのころは元気だったから，どんな仕事もできた。〔トラックで〕砂利

運び。あのころね，道路整備が盛んなころだったんだ。もう，肉体労働，バン

バンしてね。〔わたしは〕こういう人間だから，ひとには負けん気があるから

ね。まぁ，その建設会社自体が従兄の会社だったんだね。〔それまでは〕じい

ちゃん，ばあちゃんがいて，農業の手伝いをしてたんですよ。田んぼがあった

り，蜜柑畑があったりして。そしたら，その従兄の，社長が，わたしのことを

知っとって，「おまえ，遊ンどるなら，ちょっと加勢せんか」と。「じいちゃん，

ばあちゃん，俺がいなくても大丈夫だよね」「うん，おまえがいなくてもいい

から，まぁ，仕事せんか」ということで，もう真っ黒になる〔ほど〕，朝昼晩

働いた。いくら若くても，日中暑いところでの〔肉体労働〕。やっぱり，ちょ

っと疲れがきちゃった。病気が悪くなるということはないんだけど。――あの

ね，先生，このハンセンというのはね，これ以上すればおかしくなるんじゃな

いかというのはね，自分でわかるんですよ，長年の経験で。それで，わたしも，

そういうことを何回かやって……。〔ほんとには〕悪くはならんかったけども。

でもね，やはりね，おかしなことでね，40 年，50 年で，見てごらんなさい，

手（ここ）が自然にね，変わるんですよ。〔脱肉していく。〕なんか，そういう

形でね，これ以上無理したらおかしくなるんじゃないかな，と思ってね。それ

で，3 年ぐらいしたら〔敬愛園に〕帰ってきちゃった。 
 帰ってきて，それで病気が出るというそういうあれじゃないからね。その当

時になったら，所外労務というのが始まった。わたしは〔入所者仲間の〕山本

というのと〔外へ仕事を探しに〕出て，その〔ガソリンスタンドの〕社長に会

って，仕事に行くようにしたんだけども。 
 その当時〔社会にはハンセン病への〕偏見が，確かにあるとは思ってたんだ

けどもね。わたしが辞めた後，従業員に「おい，おまえたちは，俺が敬愛園か

ら来とることを知っとる？」「知ってましたよ」。「それで，どうもなかったか？」

「それは，どうあるわけない」って。「どうあったら，わたしはすぐ辞めたよ」。

みんな，そう言ってくれた。本心かどうか知らんけどね。だから，偏見とか差

別は，たしかにあるのはあるけれども，でもまぁ，社長自身がそういうひとだ

ったから，あそこで 20 年間〔働けたんです〕。 
 わたし，さっき言ったように，少し〔無理を続けると〕からだが〔こたえる〕。

セメントの上はね，ほんと，人間のからだに悪いんですよね。だから，自分で

ね，なんかおかしいなぁ，というときはね，社長に言って，「社長，ちょっと

ね，具合悪くなるかもしれんから，少し休ませてよ」って。そういうことを言

われたらね，〔社長は〕侠気（おとこぎ）があるから，「ヨッシャ」って。1 週間

か 2 週間ぐらい休んで，釣りに行っちゃうんですよ。そういうことを繰り返し

て，20 年間勤めたんだけどもね。 
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夫婦で付添作業をして 4 畳半部屋を確保／余儀なくされた堕胎 
 〔結婚したのは〕わたしが 28 歳のとき。家内は，わたしより 5 つ上なんです

よ。結婚したが，その当時は 4 畳半〔の夫婦〕部屋なんてのはないからね。そ

れで，付添い。40 年前までは，職員の付添いなんていなかった。わたしたち

〔入所者で病気が軽い者〕が付添いをする。その代わり，〔寮舎に付添用の〕4
畳半の部屋があったから，みんな，結婚したりしたら，まずそこに行きよった。

〔夫婦の部屋を確保する〕それが目的で〔付添いに〕行きよったンや。 
 4，5 年前から，行二（ぎょうに）の方1が〔あいついで〕定年退職される。〔こ

こ〕3 年ぐらい，後補充はないから，〔定年で辞めても新しく〕職員になれる

ひとはいない〔という問題がある〕んだけども。そのひとたち，〔勤続〕37 年

ぐらいというのが，いちばん長いのよ。そのころならば，中学校を卒業して，

パッと職員になりよった。〔患者がやっていた作業を職員作業に切り替えてい

くので大量に雇用されたひとたちが，いま辞めていく。〕2 年半後には，52 名

の定年退職者が〔でる〕。そのなかで 18 名が看護師さん。――看護師さんはね，

後補充はたぶんあと 2，3 年はあると思う。いま，看護師は 119 名かな，敬愛

園（うち）は。看護師定員が，117 名が 2 名増員になった。増員になったのは，

今年の 12 月に〔敬愛園に〕認知症病棟ができるんで。これは全国に先駆けて

ね。わたしは“認知症”と呼びたくないから，「さくら病棟」と命名した。 
 〔話を戻すと〕わたしは 28 歳で結婚したんだけどもね，やはり，例のごとく，

子どもができちゃって。それで〔堕胎を〕しなければいけなかった。これはね，

自分の子孫がわたしで終わりということは，すごく打撃ではありましたね。わ

たしはね，11 歳のとき敬愛園（ここ）に来て，そのままずっと〔ここに〕いた

んじゃなくて，もう，一般社会で〔の〕あらゆることをわかっているからね。

それで，講演のなかである偉い学者が，人生で何がいちばん大事かというと，

やっぱり自分の子孫を残すことだと言われた。そのことにわたしは，それはそ

うだと思いましたね。〔ただ〕わたしは，親父の苦労を知っとンですよね。子

どもが 5 名いて，いい形で出世コースに乗ってきたところをね，親父自身も，

息子と同じ病気になった。――わたしは，親父は〔この〕病気じゃなかったん

だ，ほんと言って〔と思ってますけどね〕。――親父の苦労（こと）を思って，

やはり，自分の子どもはつくらないほうがいいかな，と。あの当時わたしの家

内は〔健康だったから〕社会復帰が可能だった。どうもないんだから。いまで

もどうもないンだけん。ただ少し，自律神経〔失調症〕じゃないかってなこと

でね，まいってるけどね。いいときもあれば，悪いときもある。耳が鳴りだし

たり。眩暈（めまい）がしたり。汗をだらだらかいたりね。そういうことで，ま

いってるんだけども。あんまり食欲もない。だから，わたしが，掃除，洗濯，

食事の準備（あれ）からいっさい〔やってます〕。それはわたしは，べつに，ど

うっていうことない。若いときに，家内を苦しました，いまその応報（あれ）

がきとるんだぞって〔思ってる〕。 
 
20 年前に食料部長をしたのが自治会の仕事の最初 
 自治会の活動をしたのは，20 年前にはじめて食料部長ちゅうのをね，ちょ

っと〔やった〕。「おまえも自治会に加勢せんか」と。もう〔50 前後の〕いい

                                                           
1 「行政職俸給表（二）」が適用される国家公務員のこと。 
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年でしたからね。わたしの兄貴分〔というか〕友達のようなひとが「おまえも

やってくれんか」と言うンで，断りきれんで。わたしは，あんまりしたくなか

ったんです。縛られたくないってことで。まだ，ほかに行って，いい仕事をし

たいなんていう気持ちがあってね。 
 ちょっと待てよ。〔ここの〕豚舎で勤めたことがある。それはまだ若いとき。

ちょうど彼女と結婚したころだから，28 歳のころ。〔新しいほうの〕火葬場の

こっち側に，塵（ちり）を焼くところがあるんだけど，あすこに豚舎があって

ね。むこう側には牛舎があった。牛舎というのは，乳牛を 1 頭飼っておってね，

ミルクを搾って，それを病棟の炊事場に入れて，そのあがりでいくらいくら〔の

作業賃を〕ということで契約しよった。豚舎もね，7 名ぐらいで契約してね，

作業賃もらってね。豚舎で 2 年，3 年ぐらい勤めました。その当時は，残飯が

出るからね。120～30〔頭，飼ってました。〕子豚（こども）を生産してましたか

らね。夜中に子ども産ましたり，そういう経験もありましたよ。〔この話は，

静岡県のダム工事現場に出稼ぎに行く〕前です。 
 〔話を戻すと〕食料部長，1 年間やりました。当時も〔炊事に〕27，8 名の職

員がいまして。免許を取った調理師がいて。その上に室長がいて，係長がいる

とかっていう，いまのような体系になってました。大きな釜で炊くから，麦ご

飯だったけど，すごく美味しかった。でも，やっぱり，みんなね，自分で炊い

たご飯を食べたいのよ。それで，わたしが食料部長になったときに，みんなの

意見を聞いて，〔不自由者が入っている〕センターは別にして，一般舎にかん

しては，お米を現物で〔配る〕という，それを始めた。それと，肉は嫌いだけ

ど魚は好きだというひとがいるときには，AB 食をつくった。A は牛肉のすき

焼きですよ。B は魚の〔なになにですよ。好きなほうを選んでくださいと〕。

その名残（のこり）が，いまでも半月に 4 回ぐらい AB 食があるかな。 
 つぎには常任委員という話があったけど，「すみません，わたしはまた，田

舎に帰らなきゃいかン」とお断りして。それで，さっき言ったように，あっち

行ったりこっち行ったり。屋久島でトビウオ漁というのがあってね。トビウオ

は 5 月に飛ぶんですよ。藻が生えとるとこに，トビウオが卵を産みつけにくる。

晩にくる。明け方，卵を産む。もう，おっきな湾が真っ白になるぐらい。ほれ，

鮭の，雌の卵子に雄が〔精子を〕吹きかける，ああいう状態が続く。3 年ぐら

い〔トビウオ漁に〕わたしは行ってね，いいカネになりましたけどね。あの当

時は，部落部落で〔トビウオ漁に出てましたね〕。――〔わたしは〕あらゆる

仕事をしました。 
 
藤原会長の思い出 

 それで，わたしが自治会〔活動を本格的に〕やったのは，〔平成〕10 年〔か

ら〕。川邊（かわなべ）〔哲哉〕さんが会長のとき。ちょうど〔ハンセン病の違憲

国賠〕裁判が始まったころだな。〔判決が〕それから 3 年〔後の平成〕13 年。

〔裁判ということで大騒ぎだったか，だって？〕そんなにまではなかったです

よ，敬愛園（うち）は。〔第 1 次原告の〕13 名のうち，9 名が敬愛園（うち）で，

あとは恵楓園だった。〔そのとき〕わたしは常任〔委員〕……。 
 〔忘れてた。〕平成 4 年に 1 回だけ〔自治会役員を〕したことがあった。藤原

〔頼高〕っていうのが，わたしの兄貴分で――〔退所者の〕森元美代治の，い

わば兄貴分のようなひと。あれも喜界島〔出身〕。中央大学を出てね，すごく
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頭のいいひとだった。〔そのころは〕川越〔優〕さんと川邊〔哲哉〕さんと藤

原〔頼高〕さんと，交互に 1 年 1 年会長をやっとった。3 名で話し合って，今

年はおまえが会長，その代わりわたしが副会長だとかあれだとかっていう形で，

回しとった。それが 10 年ぐらい続いたのかな。藤原は平成 4 年の 5 月 28 日に

亡くなったんだけど，敬愛園のゲートボールを強くしたのは彼なんです。〔そ

の話は〕聞いたでしょ。だから，その話はもう言いません。 
 平成 4 年にね，藤原が「最後の自治会長をする」と言って。その前に彼は噴

門ガンになったために，志布志病院で手術した〔けど，余命〕あと 1 年という

宣告を受けた。ご存知のように，胃ガンは，いまはだいたい，早期ならすぐ〔治

る〕。でも，藤原（そいつ）は頭がよくて，従兄弟にも医者がいたんだけども，

医者を馬鹿にして。お医者さんに受診（けんさ）したためしがない。自分で医学

（いしゃ）の本を買ってきて，自分でどうすればいいこうすればいい，というよ

うな人だった。それで，血を吐いた。胃は，下のほうなら半分取っても大丈夫

らしいんだけど，噴門ガン，気管に近いところにできたガンは，もうダメだっ

て。〔でも，余命〕1 年というのをね，1 年半にしちゃった。それで，じつは，

その弟分のような人――自治会の副会長なんかもして，人望もあった人――が，

医療ミスみたいな感じで亡くなってる。〔厳密にいえば〕医療ミスじゃないん

だけど。そのひともガンで亡くなった。それで〔藤原さんは〕「俺が生きてる

あいだに，医療のことに関して，施設に対して，もう少しものを言わなければ

いけない」と，そういうことで会長を引き受けた。 
 2 月でしょ，〔自治会役員の〕改選が。それで，「おまえも入れ」と。わたし

はまだ屋久島に帰っとったころで，〔新執行部が〕2 月から始まって 2 ヵ月は

〔わたしは自治会の〕仕事をしなくて，4 月に〔敬愛園に戻って〕来て。で，

〔藤原会長は〕5 月の 28 日に死んだから，2 ヵ月ぐらい，わたしは彼の下で仕

事をしたのかな。でも，〔藤原会長が自治会室に出てきていたのは〕1 ヵ月。

あとはもう，病棟だった。わたしは朝の 3 時にかならず〔藤原さんの病室に見

舞いに〕行って，帰ってきて少し寝て，それで〔自治会の〕仕事しよった。そ

のときの仕事が渉外。渉外っていうのは〔言うなれば〕外務大臣や。1 年間と

いう約束でしました。そのときは，〔各寮舎の〕プロパンをどうするとか何を

どうするとかという話もありました。で，1 年で辞めて，また屋久島に。 
 
屋久島に帰ってポンカン作り 

 親父が平成 6 年に亡くなったから，屋久島に 3 年半ぐらいだったかな，帰っ

て。ポンカンづくりをしました。苦労しました。まぁ，こんなに苦労するンか

なぁと思いましたけどもね。でも，やっぱり，親父が残してくれたもの。蜜柑

畑っていうのは，1 年ほったら，もう〔ただの〕山になっちゃう。〔そうなっ

たら〕どうしようもできない。だからね，言っちゃあなんだけど，消毒するの

よ。年間 12，3 回。〔1 回するのに〕2 日間かかる。だいたい 1 町歩ぐらいあっ

たから，剪定（せんてい）をするとか，摘花（てっか）をするときは，大変ですよ

ね。すこし，やっぱり，無理したかなと思った……。 
 〔よそから〕屋久島に〔移って〕来るひとは，定年退職した人が来るんです。

それで，自分勝手にやってる。部落の共同作業には全然出てこない。部落の会

費（ぶひ）なんかも入れない。そういうことなんだけどもね。まぁ，カネ持っ

とるからね。だから，わたしが蜜柑畑（そこ）を売るときにね，1 千万ぐらいで
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買いましょうという人がいたんだけども。ただ〔その人が自分一人の考えで〕

無農薬にしてしまえばね，隣近所がぜんぶ，どうしようもできない。〔その人

がよほどの〕手入れしなければ〔そこで発生した〕虫が，ほかのところにぜん

ぶうつっちゃう。仕方ないから，隣の人に，10 年でなにがしでという契約で

買ってもらったの。10 年間，どうぞ〔蜜柑の栽培を〕してください。その代

わり，10 年したら土地代金（おかね）払ってくださいと。10 年して，やっとお

カネもらいましたけどね。 
 それでまぁ，〔屋久島の〕うちにはお袋と，妹が〔入〕退院を繰り返し。お

袋は，元気なんですよ。近くに 2 反ぐらいの畑があって，野菜つくったりして。

〔わたしの〕イトコハトコに食わせるのが楽しみで。そういうお袋なんでね，

わたしもなにかあったときは帰ってますけど。 
 
裁判に「賛成か，静観か」 

 こんどは，平成 10 年になったときに，竹牟禮（たけむれ）さん，知ってるで

しょ，竹牟禮巳良（みよし）。まぁ，一方から言えば，固い。固いっていうより，

頑固。頑固というのは，この〔ハンセン病違憲国賠〕裁判に関しては，もう絶

対反対。たとえばね，わたしのオジ，玉城清吉というのが――沖縄に帰りまし

たけども――このひとも，この裁判に関しては頑固だった。民主党の菅〔直人〕

さんが〔平成 11 年 1 月 10 日に〕来たの，敬愛園（こっち）へ。そのときに〔菅

さんと入所者が〕一緒に〔園内の〕お風呂に入るということが伝わってきたも

ンで，それでわたしが玉城清吉（うちのじいさん）と沖縄〔出身〕の岡〔忠〕さ

んと真宗同愛会（ぼんさん）の森山〔重友〕さんというひとと――まぁ〔いわゆ

る〕健康なひとやね――その 3 名を選んで，〔マスコミが〕写真を撮るという

ことで〔準備〕しとったら，ちょっと竪山〔勲〕に出し抜かれて，あくる朝〔の

新聞〕には，「菅さん，患者とお風呂に入った」ということで，竪山と〔菅さ

んの〕2 人〔の写真〕が載ってた。竪山って，全原協（げんこくだん）の副会長

だったけど，いまは事務局長。だから，1 ヵ月にいっぺんぐらい東京に行って

るんじゃないですか。わたしの何倍も代議士なんかとは〔接触してるでしょう〕。 
 話を戻しましょう。竹牟禮（あのひと）は，わたしの兄貴分みたいな形で，す

ごく気が合って。〔いま〕わたしは彼を『姶良野』〔編集〕の係にしとるんです

けどね。――あれが，「おまえも年じゃけン，おまえがもし社会復帰をすると

いうことがなければ，ぼちぼち自治会をなんとかしてやらンな，やっぱり，も

うどうしようもでけんよ」と。その当時，女性のひとがいたんよ，〔自治会の〕

執行委員で。そのひとは，なかなか頭はいいんだけども，いまは認知症（ちほ

う）になっちゃった，かわいそうに。そのひとがね，もう，やめたい，やめた

いっていうのを，会長の川邊さんが引っ張っとって。わたしは〔園内の〕学校

に出てるときに，川邊さんから勉強を教えられたことがあったからね。あのひ

とは，人間的にはすごく，柔らかくて，いいところがあるんだけどもね，一方

では悪いところもあるの。それはわかってたからね。だから，〔川邊さんから

誘われたときに〕どうしようかな，と思ったけども，竹牟禮さんいわく，「な

んとかして加勢をすれば。〔結局はそれが〕自分のためになる」と。なんとな

く，じゃあ，ということで，やっちゃった。それからのことなんですよ。 
 えっと，〔平成〕10 年に，敬愛園（ここ）でね，〔全療協の〕支部長会議がお

こなわれた。〔議題は，らい予防法違憲国賠請求訴訟に〕「賛成か，静観か」。



福岡安則・黒坂愛衣「故郷は屋久島，終の棲家は敬愛園」 

 

 
 

127

敬愛園（うち）の中央委員会は「静観」。静観というのは，もうちょっと様子を

見て〔それから判断しようと〕。全療協としても静観ということで話し合いが

決まった。その支部長会議のとき，わたしは副会長だから，とりあえず走り回

って，みんなの食事の準備をしたりなにをしたり，段取りしよった。〔あとで〕

話を聞いたら，会議がすんだとき〔敬愛園の自治〕会長の川邊さんが，荒田〔重

夫〕さんにね，下りていって握手したっていう。荒田さんは〔原告〕第 1 号で

しょ。――ちょっと待て。いまは〔本名に戻って〕田中民市さん。まだ，裁判

に対して賛成〔という結論〕ではない。当時，全療協もまだ静観だった。すご

く大事なとこで〔川邊さんがそういうことをやったから〕問題になっちゃった。

それで，川邊さんは〔自治会長を〕辞めなければいけない状態になった。それ

で，わたしたちもパッと辞表を出した。 
 こんどは，自治会をどうするかということになって，みんなから「なんとか

してくれんか」ということで，竹牟禮さん，あのひとが会長を引き受けた。彼

は〔それまで〕常任委員したことない。会長したことない。でも，彼は〔星塚

敬愛園の〕50 年史，『名もなき星たちよ』を編集（かんこう）したの。だから彼

は，敬愛園のことに関しては，すごく知ってる。ただし，経験がない。それで，

「俺が会長をするのであれば，おまえが副会長だよ」っていうことで，条件〔の

提示〕があった。わたしも，もしここで，自治会が休会とか潰すようなことに

なれば，このいまの重大な時期に，これはほんとに大変，入所者が混乱しちゃ

う。裁判がどうだ〔ということで園内の意見が割れてた〕。あのころ〔賠償金

請求額が 1 人〕1 億円だったけンね。一方では，沖縄に行ったじいさんじゃな

いけども，「いままで生きてこれたのは，この法律があったから生きてきたん

だよ」って，そういうことを言うひとも，いまでもいるの。竹牟禮さんも，ま

ったくそれとおんなしような気持ちのひと。彼が言うのには，筋が通っとると

ころもあるんですよ。誰もこういう施設があるということもわからんで，検診

とか強制収容とかなかれば，〔社会の中で〕そのままでしとって，たぶんいま，

命のあるひとは半分だったろうと。わたしもそう思う。まぁ，国の施策が悪か

ったのは，わたしは悪かったと思ってンですよ。〔でも〕「そういう形の法律が

あったから，いま現在の自分があるんだよ」と。筋通ってるのよ，療養所（こ

こ）のなかで暮らしてきた人〔の実感〕に〔とって〕は。だから，その，いま

93 の，わたしのオバの旦那――オバが亡くなったから沖縄に帰ったんだけど

も――，菅さんとお風呂に入ったときに，菅さんが「おじさん，よくいままで

生きてこられたねぇ」ちゅったときに，「先生，法があったから，わたしはい

ままで好きな焼酎を飲みながら，生きてきたんだよ」と。菅さんはポカンとし

てたと。それでね，これはまた余分な話なんだけど，〔大島〕青松園の前の〔自

治〕会長だった，全療協の会長もしとったひと，曽我野〔一美〕さん。曽我野

さんとそのおじさんが，宗教関係ですごく親友だったのよ。そしたら，〔全国

原告団協議会の代表になった〕曽我野さんが「おまえも原告団に入れ，入れ」

ちゅうンで，それからいっさい付き合いをやめてしまってね。そんなようなひ

とだった。 
 
新執行部は「裁判に反対」 

 けっきょくね，竹牟禮さんが会長になって，わたしが副会長になって，〔新

しい〕自治会〔執行部〕が成立した。いつものことだけども，星塚〔敬愛園〕
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というところは特殊なところでね。やるとなりゃバーンとやるんだけども，反

対となったらもう，どこまでも徹底的。とりあえず，裁判には自治会は反対と

いうかたち。〔もはや〕静観でもなかった。それが 2 年ぐらい続いたのかな。

わたしも，ほんとに，あんなに早く〔裁判が原告勝訴で結着するとは思わなか

った〕。――まぁ，〔いまとなれば〕講演のなかではよく，3 年もかからんで裁

判に勝利したのは，やはり，いままでの国の政策が違憲（こう）だったという

ことが，国民の大部分のひとたちの理解が得られた〔からだ〕っていうことで，

わたしは話をするんですけどもね。 
 この前，先月の 26 日に〔ハンセン病問題〕基本法を説明する会をもったん

ですよ。それで，〔福岡の〕小林〔洋二〕弁護士と〔大分の〕徳田〔靖之〕弁

護士（せんせい）が来て。わたしも徳田先生とは親しいもんですからね，飲んだ

ときに，徳田先生が「あのときは，ほんとに，あの狭いところで，汚い布団に

わたしは寝たよな」って，そう言うんです。というのはね，〔先月〕26 日に，

昼の 2 時から 4 時までその説明会があって，そのまた晩に「窪田茂久さんを偲

ぶ会」というのがあってね――裁判の途中で脳梗塞で倒れちゃって〔亡くなっ

た人〕――。「偲ぶ会」には〔用事があって〕わたしはちょっと行けんかった

んだけども。そこに西日本の弁護士ね，10 名ぐらい。はじめてだった，こん

なに来たのは。そのときに，そういう話が出て。「あのときは自治会が〔裁判

に反対で〕ほんとに辛かったよ」って。だって，〔園内〕放送はさせないでし

ょ。〔面会人宿泊所に〕宿泊はさせないでしょ。コピーもさせない。〔集会のた

めの〕場所も貸せない。そこまで徹底しておった。 
 自治会としては，裁判が終わってからは，やっぱり，大変でしたね。会長を

引き受けるひとがいない。わたしはまだ，会長なんて，経験もなにもないし。

20 年前に食料部長をしたのと，平成 4 年に常任委員したのと〔それだけ〕。そ

のかんは敬愛園（ここ）にいないもんだから〔自治会のことも〕全然わからん。

で，平成 10 年からこっち，もう 10 年ぐらいになりまして，もう 1 から 10 ま

である程度のことはわかりましたけど。その当時，自治会をどうするかという

ことでね，ほんとに〔大変だった〕。また竹牟禮さんが 1 年，2 年したのかな

ぁ。竹牟禮さんは，とりあえず自治会をいっかい立ち上げたらば，あとはまた

なんとかなると〔考えたんでしょう〕。 
 でも，裁判がすんで，やはり，地域との交流というのは，星塚はすごくある

んですよ。熊本のように〔昭和 29 年に起きた〕龍田寮事件とかね，ああいう

ことは全然ないもの。〔熊本では〕あとでも〔平成 15 年に〕黒川温泉の〔宿泊

拒否〕問題があったり。――でもね，先生，あの当時，南日本新聞が，鹿児島

県の旅館とかホテル 50 軒に，「熊本の黒川温泉でこのようなことがあったけど，

〔そういう場合〕おたくではどうされますか？」って調べた。30 パーセント

が「黒川温泉とおんなしようなかたちでお断りをする場合があります」と。〔そ

ういうアンケート結果を新聞に〕掲載したんですよ。――〔でも〕去年だった

っけ，「らい学会」があって，この何年かは日本の〔ハンセン病〕発生者はゼ

ロだ，と。もし〔日本国内で〕発病するひと〔があっても，それ〕は外国系の

ひと〔だと。だから，日本国内でハンセン病がうつるという心配は，もうまっ

たくないんですよ〕。 
 〔それから，これは〕先生，ご存知？ 星塚〔敬愛園〕のばあい，48 パーセ

ントの入所者（ひと）が偽名を使った。現在でも 34 パーセント〔の入所者が〕
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使い続けてる。〔偽名の問題は，裁判の〕原告〔になった〕人たちがね，いち

ばん気にしとる。わたしはもう，最初から本名で通したけンね。そんなこと，

子どもだったから，わかりっこないわけですけれども。 
 これは，先生，知らんだろうと思う。星塚敬愛園の 90 パーセントぐらいの

入所者（ひと）が，本籍を直してるよ，星塚（ここ）に。わたしも 30 年ぐらい前

に，籍を直してる。なぜ籍を直さなきゃならないか。どうしても，やっぱり，

自分たちの親きょうだいにね，たとえば結婚の話があると〔なったときに，身

内が〕こういうところにい〔ることがわか〕れば，結婚をしてはもらえんだろ

うと。わたしの療友（ともだち），40 年来の親しい盟友がいるんだけども，きょ

うだいとの縁を切ったとかね，そういうのがいたるところにゴロゴロしておる。

ただ，言わんばっかり。言うのは，わたしのような〔立場にある〕もんとか，

原告のひとたちがどっかで講演するとか，というひとしか言わない。〔でも〕

そういうのは，いくらでも，いまでもある。 
 〔話を自治会の会長のことに戻しますと〕わたし〔自身〕は，副会長を 3 期

か 4 期かして。平成 16 年が，わたし，はじめて会長をした。だから，まだ，

ピーピーや。 
 こんどは〔全療協の〕中央執行委員，いま，うち〔のブロックから〕は熊本

の〔菊池恵楓園の〕工藤〔昌敏〕さんが非常勤で行っている。5 月からはわた

しが行かなければ〔いけないかな〕ということだったんだけども，〔全療協事

務〕局長の神（こう）ちゃん2に「コウちゃん，どうするんや？」って言った。

「いや，これは，各支部で決めるもんじゃない。本部で決めるから」って。「ヨ

シッ，わかった。それなら，俺は黙って，そのままにしておくけンね」つって。

〔けっきょく，ほかの人が〕行っとるんじゃないかな。 
 
ハンセン病問題基本法制定要求の署名運動 

 去年〔2007 年の夏に，徳田弁護士がハンセン病問題基本法制定要求の 100
万人署名3をやると，東京の豊島公会堂でぶち上げたあと〕どうするかと，わ

たし自身，考えた。ふつうの場合であれば，支援団体とかにお願いするんだけ

ども，まず，わたしはね，行政に〔協力してもらおうと〕。鹿児島県の健康増

進課のハンセン担当のひとに，M さんという女性職員（ひと）がいて。地味な

ひとなんだけども，すごく熱心なひとでね。まずこのひとに，わたしはお願い

してみようと思って。1 ヵ月にいっぺんぐらい〔敬愛園に〕来ますからね。そ

れで，「じつは，こういう基本法というのが……」。もう，彼女は知っとった。

「わたしは，まず M さんにお願いして，そして課長にお願いして，部長から，

                                                           
2 岩川さんが敬愛の念を込めて「コウちゃん」と呼ぶのは，神美知宏（こう・みちひろ）

当時全療協（全国ハンセン病療養所入所者協議会）事務局長のこと。その後，全療協

会長の職責を精力的に担われていたが，2014 年 5 月 9 日，群馬県草津町での第 10 回

ハンセン病市民学会全国集会の前夜，草津の温泉旅館で倒れ，逝去された。享年 80。
――生前，岩川さんは神さんと「自分の生まれ故郷の屋久島に一度ぜひ遊びに来てく

れ」と約束していたそうで，遺骨の一部を預かり，2014 年 6 月 24 日には屋久島の海

に散骨してきた，という。 
3 「ハンセン病問題基本法」の正式名称は「ハンセン病問題の解決の促進に関する法律」。

2008 年 6 月 11 日制定，2009 年 4 月 1 日施行。この法律の制定を求める「100 万人署

名運動」が展開され，7 ヵ月のあいだに全国で 93 万筆の署名が集まった。 
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こんどは知事という形で……」「いや，いいです。わたしが〔上にも〕話をし

ます」。知事にも話をしてくれて。それで，鹿児島県の行政，〔出先も含めて〕

48 ヵ所あるところにぜんぶ回して，署名をもらって〔くれた〕。もちろん，鹿

屋市にもそれを要請した。宮崎県にもお願いした。それが全国にバーンと広が

った。――わたしが神（こう）ちゃんに「俺はこうこうこういうことをして，

いま，行政がそれに力を入れてくれてる」って話をしたら，すごく喜んだ。〔そ

して〕神（こう）ちゃんのほうから〔全療協の〕各支部に話をした。最終的に

は，これが全国的に広がっていった。 
 「〔ハンセン病問題の全面解決を目指して〕共に歩く会〔鹿屋〕」の松下〔徳

二〕さんもね，すごく助けてくれてね。鹿児島県は 2 万いくら〔の署名〕にな

った。一番は，草津。三ちゃん4のとこ。あそこには，全原協の親分〔谺雄二〕

がいるけンね。――あすこは，町が小さいために，みんな一緒になって闘う。

〔群馬県が〕たぶん 10 万〔筆〕とちょっとだった。 
 そのあとがあるンよ。こんどの法律は，〔国立のハンセン病療養所が〕いか

に地域に施設を開放できるかっていうのが理念ですから。それを〔実現〕する

ためには，いまの国の状態，県の格差のある状態，市の格差のある状態のなか

で，〔ハンセン病療養所のなかに新たな施設を〕併設するといったって，どこ

がするか。これはできっこない。ということで，わたしは，まずなんていって

も，こんど法務大臣になった保岡〔興治〕（やすおか・おきはる）さんに，ぜひ，

地域での国会議員〔懇談会〕の立ち上げをお願いします，と。そしたら，保岡

さんがそれをオーケイということで，〔全療協の〕各支部長がいるなかで，地

域の〔国会議員の〕懇談会を立ち上げることを，わたしは訴えた。それがもう

全国にパァッと広がった。それで，鹿児島県が一番〔乗り〕だろうと思ったら，

駿河〔療養所〕の小鹿〔美佐雄〕会長（さん）が「岩川さん，ありがとうね。

わたしのところはもう立ち上げが決まりましたよ」って。まだうちは，大将が

大臣になったために，保岡大臣（このひと）が会長で，森山〔裕（ひろし）〕代議

士（さん）が事務局長という形でやろうかと思っ〔て準備を進めているところ

だっ〕た。やはりね，先生ね，わたしは，この基本法〔の理念の実現〕に関し

ては，国会議員でないとできないだろうと。 
 たとえば，奄美〔和光園〕のように，〔地域の外来診療を引き受けるという〕

あの形で，「どうぞ，みなさん，わたしのところに診療に来てください」と言

っても，うちでは，これ，できっこない。うちは〔医者が〕11 名いますけど

もね，園長と副園長〔を含めて〕常勤は 3，4 名ぐらいかな。あとはみんな，1
週間のうち 2 日ぐらい来て。うちに籍があって給料はこっちからもらうけれど

も，あとは鹿児島大学〔病院〕にいてという〔形〕。〔それでは，地域のみなさ

んに〕「どうぞ来てください」という形にはならない。 
 奄美〔和光園〕，いま〔入所者が〕54 名っていったな。〔そこへ〕外来診療

に来るのが年間 7,000 名から 8,000 名。俺はこの前〔和光園の自治〕会長に「だ

いたい，入所者はどう思っとんだ？ 年間に 7,000 名も 8,000 名も来て，あんた

なんかは不自由せんの？」つったらね，黙っとったよ。 

                                                           
4 ここで岩川さんが親愛の情を込めて「サンちゃん」と呼んでいるのは，群馬県草津

町にある国立ハンセン病療養所「栗生楽泉園」で，長年にわたって自治会長をつとめ

ている藤田三四郎さんのことである。 
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 もちろん，国は，将来構想という形で〔ハンセン病療養所内の〕集約〔化〕

を進めてる。〔国の方針は〕職員は減らす。予算を減らす。さきほど言ったよ

うに，あと 2 年半たって，〔平成〕22 年になったときにはね，52 名の定年退職

が出て，そのなかの 18 名は看護師だけども，そのほかは専門職。たとえば，

電気屋さんとかボイラー屋さんとか，運転手さん，車庫〔の係〕，給食〔の係〕。

その専門職の後補充はいっさいない。たしかに，亡くなるから，入所者（ひと）

は減っていきます。だいたい年に 20 名は亡くなる。でも，ハンセン病の専門

家がですね，一般の同じような介護度をもつ人と〔比べて，介護に要する時間

は〕約 2.5 倍の時間がかかると。入所者（ひと）が減った，じゃあそれだけの〔人

員の〕削減をするっていえば，国〔の姿勢〕はいままでとなんら変わりない。

厚労省に対してね，いくら，行二（ぎょうに）の後補充をしてくださいと言って

も，しない。「公務員法でこう決まってるから，できません」「閣議決定で決ま

ったから，行二の後補充はできません」と言うばかり。 
 〔わたしの考えでは〕職員を減らさないのがいちばんだから，これは国に対

して，やっぱり，要求する。それにはやはり，国会議員を使ってするしかない。

いっくら全療協が頑張ってみても，神（こう）ちゃんが飛び回ってみても，こ

れはダメ。国会議員を使うしかない。神（こう）ちゃんもその話に乗った。こ

の基本法に関しては，各支部〔ごとに〕，まず地元国会議員〔の懇談会〕を立

ち上げて，国会議員と話をしながら，自分たちの将来を考えると。これが基本

です。わたしは，そう思ってる。〔全療協の〕各支部，〔そして〕全医労がどう

動こうと，厚労省は――新しい基本法がこう決まったけども――わたしはサジ

加減でしか動けないと思う。 
 この法律は，いままでの法律からすれば，10 条まではすごくいいです。わ

かりやすい。11 条と 12 条5のなかに，地域のみなさんの受入れをどうするかと

いうことを，はじめて謳ってるんです。県，市，地域の，そういう公共団体は，

国と協力しながら，ハンセン病療養所をいい方向に向かわなければいけないと。

もうひとつは，一般社会のひとたちを入れて，治療できると。この法律で，〔わ

たしたちハンセン病回復者が〕一般のひとたちと一緒に暮らせると〔それが可

能になった〕。――星塚敬愛園では，わたしがいつも言ってるのは，お袋とか

きょうだいとは一緒に暮らせたらいいな，っていうこと。 
 ただ，ここになにか併設するということであれば，これは国がしないかぎり，

わたしはゼッタイできないと思う。先生ね，あすこに〔園附属の〕看護学校の

跡地があるでしょ。あすこを貸してくださいとかいうのは，もうすでにある。

それは，精神障害者の社会復帰のための施設（あれ）を併設（あれ）したいんだ

が，ということで，すごくいいことなんでね，わたしは前向きに考えたいと思

ってるけども。あるいは，あすこの広場を地域の公園のために貸してくれとか

っていうのはある。――それを受け入れることは，地域のためには，それはい

いんでしょうけども。まず，わたしたち〔ハンセン病回復者〕を中心に，わた

しは動こうと思っている。国が言ってるのは，地域のひとたちとの交流はもち

                                                           
5 第 12 条は，以下のとおり。「国は，入所者の生活環境が地域社会から孤立すること

のないようにする等入所者の良好な生活環境の確保を図るため，国立ハンセン病療養

所の土地，建物，設備等を地方公共団体又は地域住民等の利用に供する等必要な措置

を講ずることができる。」 
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ろんできます，啓発活動もできます，と。〔それはもう，すでに取り組んでい

る。しかし〕それ以上に，一緒に生活するというんであれば，国がなにかしな

ければ，これはできません。じゃあ，ここに〔知的障害者のための〕グループ

ホームでもつくって，どうしますか？ そこに敬愛園（うち）の職員が入って，

そこで仕事ができたらば，また国はそのための職員を補充することができるで

しょうけども。それがないかぎり，地域のひとたちのために，その場所を貸す

っていうことはいいかもしれんけども，ただそれだけでわたしたちが，あとの

老後を，ほんとうに，ああ，よかったなと思って，生涯をすごせるかちゅった

ら，それはできないでしょ。 
 あんまり，いいことばっかりで通しては，これはダメです。わたしは，まず，

自分たちを中央に置きたいんです。そして，啓発活動ができ，交流ができ，そ

して，わたしたちが安心して生活できて〔ということが，現実目標〕。だいた

い終（つい）の棲家と，みんな思ってるからね，〔いま敬愛園にいる入所者〕258
名のひとたちは。わたしは，できたら社会復帰もしたいと思ってンだけども，

この年になったらダメかなと思ってる。やっぱり，家内のことを思えばね。 
 将来構想というのは，わたしたちが〔これからも〕安心して生活できるとい

うことなんですよね。あしたからどうするか。何が要るか。医療の問題です。

介護，看護の問題。まずこれを確立しなければ，将来はないですね。お医者さ

んをどうする，看護師さんをどうする，介護員さんをどうする，そっから手を

つけなければ，わたしたちの将来構想はないですよ。たとえば，併設をする，

共同生活をする〔と言うが〕，地域のひとたちがここに何かを建てますから，

場所さえ貸してくれたら，そこで一緒にわたしたちも生活をしましょうかとい

う人たちが，先生，来るでしょうか。国は，そこまではしてくれません。みん

な，少し〔考えが〕甘いんじゃないかと思ってんですけどね。 
 わたしが思ってるのは，将来構想よりは，わたしたちの自治会の将来をどう

するかっていうことが一番大事。自治会がなけりゃ，どうしようもない。将来

構想どころの騒ぎじゃない。わたしの〔自治会長の〕任期は，来年の 2 月まで。

そのあとは，どうなるかわからん。自治会がなくなれば，将来構想はありませ

ん。 
 いまの星塚の入所者が思ってることは，将来構想もですが，自治会の心配を

みんなしてますよ。自治会がなければ，どうしようもできないっていうこと。

まぁ，先生も感じてられているかもしれんけど，全国でやっぱり，まず敬愛園

が，わたしは飛び抜けてね，居住棟の広さとかそれにかんする整備の問題とか

というのは，もう一番だと思う。ほかのとこに負けないような，そういう形で

〔やってきた〕。やっぱり，自治会が施設に対してそれだけの発言力（もの）を

持ってるっていうこと〔が大事〕。国にやってもらってる〔んだけど〕，やっぱ

り，自治会があるとことないのではすごく違うということは，みんな知っとる

わけですよ。だから，自治会がどうなるかっていうことが，みなさんの一番の

関心事だと思うんです。 
 
夏休み親子療養所訪問などの交流の取り組み 

 2 週間ぐらい前だったかな，〔鹿児島県の〕夏休み親子療養所訪問〔が来ま

した〕。――きょうも宮崎県から来るんですけどもね。――これは県の事業で

やってるの。もう 7 年目になります。去年はね，鹿児島県で 280 名ぐらい来た。



福岡安則・黒坂愛衣「故郷は屋久島，終の棲家は敬愛園」 

 

 
 

133

対応は大変。いっぺんにバスで来る。今年は 140 名ぐらい〔でした〕。みなさ

んの希望（おねがい）はね，居宅で〔入所者の〕話を聞きたいんだと。どんな生

活をしてるのか見たいと。でね，例年に比べて，ちょっとね，〔参加する〕子

どもの年齢（あれ）がちっちゃくなってるの。〔なかには〕乳飲み子を連れてき

たりね。鹿児島県は，この前，高校生が 1 人だった。〔あとは〕みんな，中学

校，小学校。 
 それで，こんどね，10 月の何日だっけ。鹿児島県の健康増進課の事業でね，

県庁舎訪問というのがある。むこうでバスを仕立てて来て，〔参加者は総勢で〕

たぶん 80 名ぐらいになるかなぁ。うちは，いま，鹿児島県人が 150～60 人か

な。〔全体では〕258 名の入所者がいます。そのなかから，どなたでもいいん

です。鹿児島県〔出身〕の人じゃなくても。去年が 35，6 名，入所者が。それ

に職員の介護の人たちが付いていくので，50〔人ぐらいになる〕。それと，〔全

療協は全国に〕13 支部ありますから，鹿児島県〔出身〕の人たちがそこにい

たら，そのひとたちも行けます。〔鹿児島県が〕旅費を出してね。こんどは，

霧島温泉に 1 泊して，明くる日は水族館を見るか，いま〔NHK の大河ドラマ

で〕「篤姫」をやってるから，篤姫〔の展示会〕を見るか，2 つのうちどっち

かを見て。そして，一昨年からね，知事が会ってくれる。〔それまでも〕知事

が会うのは会うんだけども，5 分か 10 分ぐらいしかなかった。このごろは 40
分ぐらい会ってね，最後には記念撮影までするようになった。そのときに，わ

たしが〔自治会長として〕お礼を言う。ああいう場所で要求事は御法度だから。

御法度いうよりは，やっぱり，感謝の気持ちがないといけないからね，人間は

ね。だからまぁ，沖縄〔愛楽園〕からも来るし，大島〔青松園〕からも来るし，

去年は多磨〔全生園〕からも来た。〔退所者の〕森元美代治も夫婦で来た。彼

は喜界島だものね，出身は。 
 
 

 

Yaku Island is My First Home and Keiaien is My Final 
Home: Interview at Hoshizuka-Keiaien, a Hansen’s Disease Facility 
 

Yasunori FUKUOKA & Ai KUROSAKA 
 
  This is the life story of a man in his 70s who is living in 
Hoshizuka-Keiaien, a national Hansen’s disease facility.  
  Mr. Yoichiro Iwakawa was born in Yaku Island, Kagoshima 
Prefecture in 1937. He was brought to Hoshizuka-Keiaien at Kanoya 
City in Kagoshima Prefecture by his father on May 23, 1948. 
  The first interview was practiced on December 26, 2007 at the head’s 
office of the Hoshizuka-Keiaien residents’ association. Mr. Iwakawa 
was 70 years old when the interview was practiced. Interviewers are 
Yasunori Fukuoka, Ai Kurosaka, and Nao Shimonishi. The follow-up 
interview was added on August 17, 2008 at the same place with same 
interviewers as the first one. 
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  Currently Mr. Iwakawa is serving as the head of the residents’ 
association of Hoshizuka-Keiaien. It seems he believes that Hansen’s 
disease facilities were helpful for the survival of Hansen’s disease 
patients. Mr. Iwakawa says that he did not feel any loneliness when he 
was sent to the facility at the age of eleven. He had to transfer the 
school when his father moved his work place from Yakushima Town 
Hall to Kagoshima Prefecture Office. He did not have any friends in the 
new school but met many young patients of his age in the facility to 
enjoy playing baseball. Thanks to this circumstance, he was able to 
grow up without loneliness. A few years later his father also entered 
Hoshizuka-Keiaien (Mr. Iwakawa considers that his father would have 
received a misdiagnosis) but was released later with the good condition 
after the Promin treatment. Although everyone in Yakushima knew 
about the father’s Hansen’s disease history, it did not disturb his 
father’s 12 years carrier and leadership as a town councilor. His father 
was a role model of Mr. Iwakawa. His father taught him that he did not 
need to feel inferior complex for Hansen’s disease. 
  Although the effectiveness of the Segregation Policy was weakened, 
many Hansen’s disease ex-patients had to stay in the facility due to the 
so-called, ‘invisible bondage.’ However, Mr. Iwakawa left the facility 
to get his driver’s license. He enjoyed his youthful life at his hometown 
Yakushima as a truck driver. The only concern was the possibility of 
the recurrence of Hansen’s disease for working hard. He had 
voluntarily returned to Hoshizuka-Keiaien whenever his health 
condition became worse even if he did not have recurrence symptoms 
of Hansen’s disease. He said, “I have diverse work experiences.” He 
joined in construction work of Ikawa Dam in Shizuoka Prefecture with 
his colleagues but, sadly, did not earn any salary. He also commuted 
from Hoshizuka-Keiaien to a gas station run by the owner who 
understood Hansen’s disease well. Mr. Iwakawa occasionally returned 
to his hometown. He joined in fishing of flying fish on the sea of 
Yakushima. He also worked as a farmer to grow oranges for 3 years 
after his father died. He took care of his old mother and also helped his 
younger sister who divorced for the discrimination for the family 
members of Hansen’s disease. Despite of these experiences, Mr. 
Iwakawa who became old now says, ‘returning to society is difficult for 
me’ and ‘my final home is Hoshizuka-Keiaien.’ It seems that the 
facility was a sort of haven for him when he encountered rough waves 
of society. 
  However, he also says that there were some problems with the 
Segregation Policy. His father was forced to resign from his work 



福岡安則・黒坂愛衣「故郷は屋久島，終の棲家は敬愛園」 
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position when he entered the facility, and his sister suffered from 
mental illness after the divorce for the family history of Hansen’s 
disease. He got married to a woman whom he met in the facility but 
they were forced to have an abortion when his wife was pregnant. He 
was the one of the victims of the cruelness of the Segregation Policy.  
  Currently the number of the residents in the Hansen’s disease facility 
is obviously decreasing due to the members’ death for age. It means 
that the fate of the residents’ association is not that bright. Mr. Iwakawa, 
as the head of the association, is struggling to find another future of 
Hoshizuka-Keiaien. 
Keywords: Hansen’s disease, Segregation Policy, life story 
  




